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【表６】「告事録」の内訳 
 

編数 請求番号 

初編 ２、７～10、13～25、27～33、35～40、42～48、50～54、56～61、63～69、72～85 

二編 ３、49 

三編 ４、11、34、41、55、70 

四編 ５、26、71 

五編 ６、12、62 

  ※請求番号１は「古告事録」、同86は明治4年のもの（編数の記述がないので今は除く）。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

109 豊後浜脇温泉へ入湯願  

110 同断、御役之者口上書歎  

111 伜を山口へ湯治為仕度願  

112 同断継願  

113 海上不順之節揚陸伺  

114 継馬・継人足催相ニ而木曽路通り伺  

115 御検見都合病気ニ付御免歎  

116 娘両人を弐ヶ処へ養女ニ遣度願  

117 医師為稽古他国へ罷越度願  

118 横丁之門新町へ明替願  

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て

―
校
割
帳
改
と
近
世
書
籍
目
録
―

重

田

香

澄

は
じ
め
に

 

本
稿
は
、
当
館
蔵
多
賀
社
文
庫
に
所
在
す
る
同
文
庫
の
化

政
期
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
、
作
成
過
程
と
関
係
性
を
整
理

し
、
当
該
期
の
文
庫
管
理
の
一
端
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

同
文
庫
は
、
現
在
山
口
市
山
口
大
神
宮
内
に
鎮
座
す
る
多

賀
神
社
の
大
宮
司
高
橋
家
で
形
成
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
る
。

同
社
は
大
内
氏
に
よ
り
近
江
国
多
賀
大
社
か
ら
勧
請
さ
れ

た
と
い
う
縁
起
を
も
ち
、
高
橋
氏
も
大
内
氏
と
関
係
が
深
い

と
い
わ
れ
る
。
歴
代
当
主
の
中
に
は
そ
の
よ
う
な
認
識
の
も

と
大
内
氏
に
関
す
る
著
述
を
残
し
て
い
る
者
も
あ
る

（

）

。

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
同
社
に
は
多
様
な
文
物
が
集

積
さ
れ
た

（

）

。
こ
れ
に
加
え
、
高
橋
家
の
宮
司
と
し
て
の
活

動
に
関
わ
る
文
書
類
や
歴
代
の
日
記
等
一
四
七
五
点
か
ら
、

現
在
の
多
賀
社
文
庫
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。

同
文
庫
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
山
口
県
立
山
口
図

書
館
へ
寄
託
、
当
館
開
館
後
に
移
管
さ
れ
た
。
図
書
館
が
昭

和
十
六
年
に
整
理
し
た
目
録

（

）

を
基
礎
と
し
て
、
当
館
の

目
録
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
経
緯
を
も
つ
同
文
庫
で
あ
る
が
、
近
世
の
様
子
が

窺
え
る
目
録
が
、
現
在
六
件
八
点
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、

大
き
く
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。

Ａ
．
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
「
多
賀
大
社
御
書
物
目
録
」

（

）

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

四
七



Ｂ
．
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫

書
目
」
（

）
及
び
そ
の
後
継
版
（

・

）

Ｃ
．
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）「
多
賀
社
大
神
宮
諸
控
総
目

録
」
（

）

Ｄ
．
寛
政
十
一
年
「
御
当
家
様
御
寄
附
書
立
絵
図
幷
社
記

写
総
目
録
」
（

）

い
ず
れ
も
天
明
～
文
政
期
（
一
七
八
〇
～
一
八
二
〇
年
代
）

に
活
動
し
た
大
宮
司
高
橋
有
文
（
右
文
）
に
よ
り
作
成
さ
れ

た
（

）

。
Ｃ
が
祈
祷
・
祭
礼
や
修
補
等
に
関
わ
る
文
書
類
の
、

Ｄ
が
藩
主
等
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
や
社
記
等
の
、
総
合
的

な
目
録
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ａ
、
Ｂ
は
蔵
書
目
録
に
近
い
も

の
で
、
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
重
複
も
多
い
。

有
文
の
活
動
し
た
近
世
後
期
は
、
出
版
文
化
及
び
国
学
の

隆
盛
期
で
、
書
籍
分
類
法
に
も
変
化
が
認
め
ら
れ
た

（

）

。
同

時
に
、
神
職
の
専
業
化
が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
り
、
社
家
の

蔵
書
が
拡
充
し
て
い
っ
た
事
例
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

（

）

。
ま

た
、
当
該
期
に
蔵
書
を
形
成
し
た
家
の
多
く
が
、
地
域
の
知

の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
っ
た

（

）

。

高
橋
家
は
近
世
初
期
以
来
神
職
専
業
で
、
地
域
文
化
に
お

け
る
存
在
感
も
当
時
か
ら
大
き
か
っ
た
が
、
現
文
庫
内
に
は

有
文
収
集
と
み
ら
れ
る
書
籍
が
多
数
あ
り
、
江
戸
後
期
以
降
、

蔵
書
は
山
口
町
の
勘
場
役
人
は
じ
め
近
隣
の
者
に
貸
し
出
さ

れ
て
い
た

（

）

。
同
文
庫
が
地
域
に
お
け
る
文
化
的
な
核
の
ひ

と
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
同
文
庫
の
機
能
の
前
提
に
な
っ
た
の
が
目
録

Ａ
、
Ｂ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
両
者
が
一
三
年
と
さ
ほ
ど
間
を

置
か
ず
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
該
期
の
文
化
的
な
傾
向

に
加
え
、
短
い
ス
パ
ン
で
の
作
成
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た

こ
と
の
表
れ
で
も
あ
ろ
う
。
両
者
の
成
立
事
情
及
び
関
係
を

整
理
し
、
ま
た
分
類
項
目
の
排
列
等
か
ら
作
成
意
図
を
検
討

す
る
こ
と
で
、
当
該
の
期
山
口
地
域
に
お
け
る
文
庫
（
蔵
書
）

管
理
や
社
家
の
学
問
・
文
化
を
考
え
る
足
掛
か
り
と
し
た
い
。

な
お
、
当
該
期
「
書
物
」
等
と
認
識
さ
れ
た
も
の
の
中
に

は
、
今
日
そ
れ
と
認
め
得
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。
本
稿
で

は
書
目
の
分
類
と
排
列
の
分
析
を
主
と
す
る
た
め
、
殊
更
に

定
義
せ
ず
、
当
時
の
認
識
に
従
っ
て
把
握
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

概
要
と
校
割
帳
改

 

Ａ
の
「
多
賀
大
社
御
書
物
目
録
」
（
以
下
「
目
録
１
」
）
に

つ
い
て
は
、
原
表
紙
に
「
文
化
八
年
校
割
帳
御
改
／
多
賀
大

社
御
書
物
目
録
／
大
宮
司
高
橋
摂
津
守
右
文
」
と
あ
り
、
藩

に
よ
る
校
割
帳
改
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

校
割
帳
の
「
校
割
」
は
「
交
割
」
と
も
書
き
、
お
お
よ
そ

①
主
に
寺
院
の
住
持
引
継
時
に
お
け
る
什
物
調
査
と
そ
の
目

録
、
②
引
き
渡
す
こ
と
、
③
前
近
代
の
中
国
に
お
け
る
事
務

交
替
時
の
担
当
者
間
の
引
継
、
の
三
つ
の
意
味
が
あ
る

（

）

。

萩
藩
及
び
そ
の
支
藩
で
は
、
①
（
及
び
②
）
の
寺
社
の
什
物

目
録
の
意
の
他
、
③
の
役
所
の
引
継
の
意
の
用
例
も
あ
る

（

）

。

今
回
は
前
者
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る

（

）

。

多
賀
社
に
関
し
て
は
「
校
割
帳
御
改
一
件
」（

）
に
目

録
１
の
作
成
経
緯
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
表
紙
に
次
の
よ

う
に
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る

（

）

。

文
化
八
年
未
三
月

一
社
職
代
替
之
節
ハ
校
割
帳
御
改
之
事
可
申
候
事
、

一
社
職
被
仰
渡
候
日
ゟ
九
十
日
之
内
寺
社
所
江
罷
出
受
判

可
仕
候
事
、

校
割
帳
御
改
一
件

但
し
文
化
四
年
四
月
申
出
共
ニ
ひ
か
へ
有
之
候
事
、

高
橋
摂
津
守

一
社
職
受
判
不
仕
候
儀
有
之
、
文
政
五
年
御
沙
汰
相
成
、

追
々
御
咎
被
仰
付
受
判
仕
候
儀
有
之
候
事
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
校
割
帳
改
は
、
社
職
の
代
替
わ
り
後
九

〇
日
以
内
に
寺
社
所
へ
届
け
出
て
承
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
の
校
割
帳
改
は
、
文
化
四
年
に
申
し
出
、

文
化
八
年
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
申
し
出
た
時
点
で
有
文

が
大
宮
司
と
し
て
活
動
し
始
め
て
か
ら
二
〇
年
近
く
経
過
し

て
い
る
。
こ
れ
は
有
文
が
社
職
と
し
て
正
式
に
届
け
出
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

四
丁
目
表
か
ら
裏
に
か
け
て
、「
此
後
代
替
之
節
ハ
余
分
之

書
物
書
添
御
帳
江
入
申
度
事
ニ
候
間
…
」
と
あ
り
、
以
後
校

割
帳
改
を
代
替
わ
り
時
の
恒
例
と
し
、
こ
の
目
録
を
基
礎
と

す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る

（

）

。
こ
れ
に
続
け
て

「
此
校
割
帳
ハ
外
向
ニ
ハ
無
之
、
大
造
之
事
ニ
付
、
御
代
官

所
も
不
レ

軽へ

、
寺
社
所
之
判
形
を
も
取
直
、
申
出
を
も
仕
候

事
、
」
と
あ
り
、
外
部
提
供
せ
ず
、
寺
社
所
へ
直
接
届
け
出
る

も
の
で
あ
っ
た

（

）

。
ま
た
、
校
割
帳
は
二
冊
作
成
し
、
寺
社

奉
行
等
の
証
判
を
経
て
、
一
冊
は
寺
社
所
、
も
う
一
冊
は
多

賀
社
で
保
管
し
た

（

）

。

目
録
１
で
は
「
〆
四
百
八
十
一
部
／
巻
数
千
百
八
十
九
部

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

四
八



Ｂ
．
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫

書
目
」
（

）
及
び
そ
の
後
継
版
（

・

）

Ｃ
．
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）「
多
賀
社
大
神
宮
諸
控
総
目

録
」
（

）

Ｄ
．
寛
政
十
一
年
「
御
当
家
様
御
寄
附
書
立
絵
図
幷
社
記

写
総
目
録
」
（

）

い
ず
れ
も
天
明
～
文
政
期
（
一
七
八
〇
～
一
八
二
〇
年
代
）

に
活
動
し
た
大
宮
司
高
橋
有
文
（
右
文
）
に
よ
り
作
成
さ
れ

た
（

）

。
Ｃ
が
祈
祷
・
祭
礼
や
修
補
等
に
関
わ
る
文
書
類
の
、

Ｄ
が
藩
主
等
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
や
社
記
等
の
、
総
合
的

な
目
録
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ａ
、
Ｂ
は
蔵
書
目
録
に
近
い
も

の
で
、
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
重
複
も
多
い
。

有
文
の
活
動
し
た
近
世
後
期
は
、
出
版
文
化
及
び
国
学
の

隆
盛
期
で
、
書
籍
分
類
法
に
も
変
化
が
認
め
ら
れ
た

（

）

。
同

時
に
、
神
職
の
専
業
化
が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
り
、
社
家
の

蔵
書
が
拡
充
し
て
い
っ
た
事
例
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

（

）

。
ま

た
、
当
該
期
に
蔵
書
を
形
成
し
た
家
の
多
く
が
、
地
域
の
知

の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
っ
た

（

）

。

高
橋
家
は
近
世
初
期
以
来
神
職
専
業
で
、
地
域
文
化
に
お

け
る
存
在
感
も
当
時
か
ら
大
き
か
っ
た
が
、
現
文
庫
内
に
は

有
文
収
集
と
み
ら
れ
る
書
籍
が
多
数
あ
り
、
江
戸
後
期
以
降
、

蔵
書
は
山
口
町
の
勘
場
役
人
は
じ
め
近
隣
の
者
に
貸
し
出
さ

れ
て
い
た

（

）

。
同
文
庫
が
地
域
に
お
け
る
文
化
的
な
核
の
ひ

と
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
同
文
庫
の
機
能
の
前
提
に
な
っ
た
の
が
目
録

Ａ
、
Ｂ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
両
者
が
一
三
年
と
さ
ほ
ど
間
を

置
か
ず
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
該
期
の
文
化
的
な
傾
向

に
加
え
、
短
い
ス
パ
ン
で
の
作
成
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た

こ
と
の
表
れ
で
も
あ
ろ
う
。
両
者
の
成
立
事
情
及
び
関
係
を

整
理
し
、
ま
た
分
類
項
目
の
排
列
等
か
ら
作
成
意
図
を
検
討

す
る
こ
と
で
、
当
該
の
期
山
口
地
域
に
お
け
る
文
庫
（
蔵
書
）

管
理
や
社
家
の
学
問
・
文
化
を
考
え
る
足
掛
か
り
と
し
た
い
。

な
お
、
当
該
期
「
書
物
」
等
と
認
識
さ
れ
た
も
の
の
中
に

は
、
今
日
そ
れ
と
認
め
得
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。
本
稿
で

は
書
目
の
分
類
と
排
列
の
分
析
を
主
と
す
る
た
め
、
殊
更
に

定
義
せ
ず
、
当
時
の
認
識
に
従
っ
て
把
握
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

概
要
と
校
割
帳
改

 

Ａ
の
「
多
賀
大
社
御
書
物
目
録
」
（
以
下
「
目
録
１
」
）
に

つ
い
て
は
、
原
表
紙
に
「
文
化
八
年
校
割
帳
御
改
／
多
賀
大

社
御
書
物
目
録
／
大
宮
司
高
橋
摂
津
守
右
文
」
と
あ
り
、
藩

に
よ
る
校
割
帳
改
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

校
割
帳
の
「
校
割
」
は
「
交
割
」
と
も
書
き
、
お
お
よ
そ

①
主
に
寺
院
の
住
持
引
継
時
に
お
け
る
什
物
調
査
と
そ
の
目

録
、
②
引
き
渡
す
こ
と
、
③
前
近
代
の
中
国
に
お
け
る
事
務

交
替
時
の
担
当
者
間
の
引
継
、
の
三
つ
の
意
味
が
あ
る

（

）

。

萩
藩
及
び
そ
の
支
藩
で
は
、
①
（
及
び
②
）
の
寺
社
の
什
物

目
録
の
意
の
他
、
③
の
役
所
の
引
継
の
意
の
用
例
も
あ
る

（

）

。

今
回
は
前
者
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る

（

）

。

多
賀
社
に
関
し
て
は
「
校
割
帳
御
改
一
件
」（

）
に
目

録
１
の
作
成
経
緯
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
表
紙
に
次
の
よ

う
に
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る

（

）

。

文
化
八
年
未
三
月

一
社
職
代
替
之
節
ハ
校
割
帳
御
改
之
事
可
申
候
事
、

一
社
職
被
仰
渡
候
日
ゟ
九
十
日
之
内
寺
社
所
江
罷
出
受
判

可
仕
候
事
、

校
割
帳
御
改
一
件

但
し
文
化
四
年
四
月
申
出
共
ニ
ひ
か
へ
有
之
候
事
、

高
橋
摂
津
守

一
社
職
受
判
不
仕
候
儀
有
之
、
文
政
五
年
御
沙
汰
相
成
、

追
々
御
咎
被
仰
付
受
判
仕
候
儀
有
之
候
事
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
校
割
帳
改
は
、
社
職
の
代
替
わ
り
後
九

〇
日
以
内
に
寺
社
所
へ
届
け
出
て
承
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
の
校
割
帳
改
は
、
文
化
四
年
に
申
し
出
、

文
化
八
年
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
申
し
出
た
時
点
で
有
文

が
大
宮
司
と
し
て
活
動
し
始
め
て
か
ら
二
〇
年
近
く
経
過
し

て
い
る
。
こ
れ
は
有
文
が
社
職
と
し
て
正
式
に
届
け
出
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

四
丁
目
表
か
ら
裏
に
か
け
て
、「
此
後
代
替
之
節
ハ
余
分
之

書
物
書
添
御
帳
江
入
申
度
事
ニ
候
間
…
」
と
あ
り
、
以
後
校

割
帳
改
を
代
替
わ
り
時
の
恒
例
と
し
、
こ
の
目
録
を
基
礎
と

す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る

（

）

。
こ
れ
に
続
け
て

「
此
校
割
帳
ハ
外
向
ニ
ハ
無
之
、
大
造
之
事
ニ
付
、
御
代
官

所
も
不
レ

軽へ

、
寺
社
所
之
判
形
を
も
取
直
、
申
出
を
も
仕
候

事
、
」
と
あ
り
、
外
部
提
供
せ
ず
、
寺
社
所
へ
直
接
届
け
出
る

も
の
で
あ
っ
た

（

）

。
ま
た
、
校
割
帳
は
二
冊
作
成
し
、
寺
社

奉
行
等
の
証
判
を
経
て
、
一
冊
は
寺
社
所
、
も
う
一
冊
は
多

賀
社
で
保
管
し
た

（

）

。

目
録
１
で
は
「
〆
四
百
八
十
一
部
／
巻
数
千
百
八
十
九
部

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

四
九



也
／
軸
巻
冊
共
ニ
」
を
「
和
史
其
外
」
か
ら
「
雑
部
其
外
」

ま
で
の
一
四
項
目
に
分
類
、
排
列
し
、
更
に
「
右
ノ
外
ニ
左

ノ
分
御
改
之
部
也
」
と
し
て
七
点
を
挙
げ
る
。
書
目
は
一
つ

書
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
重
複
に
よ
る
抹
消
を
除

い
て
一
覧
し
た
も
の
が
文
末
の
表
１
で
、
全
部
で
四
九
一
件

一
一
九
六
点
で
あ
る
。

同
目
録
上
の
書
籍
名
に
は
朱
引
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
表

紙
裏
注
記
に
よ
る
と
、
文
化
十
四
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
引

合
」
、
再
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
つ
書
と
し
て
は
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
が
、
朱
引
は
個
別
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
を
一
件
と
し
て
数
え
、
重
複
の
な
い
抹

消
も
一
件
と
数
え
た
た
め
、
表
上
の
数
は
目
録
上
で
報
告
さ

れ
た
数
よ
り
三
件
多
く
な
っ
て
い
る
。

同
目
録
末
尾
、「
右
私
代
替
ニ
付
此
度
御
改
被
仰
付
前
書
之

通
り
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、
／
文
化
八
未

印
判
／
三
月

高
橋
摂
津
守
書
判
」
の
後
が
切
除
さ
れ
て
い
る
。
他
の
事
例

で
は
書
籍
に
加
え
什
器
や
建
具
、
仏
像
等
も
調
査
の
対
象
で

あ
り

（

）

、
同
様
の
記
述
が
続
い
た
可
能
性
も
あ
る

（

）

。

Ｂ
の

「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」（
以
下
「
目

録
２
」
）
は
二
冊
組
で
、
六
八
六
件
一
七
八
〇
点
を
「
国
史
類
」

か
ら
「
儒
書
幷
詩
文
幷
雑
」
ま
で
の
一
四
の
大
項
目
に
分
類

し
て
収
め
る
。
一
三
年
の
間
に
二
〇
〇
件
ほ
ど
増
え
た
と
単

純
に
考
え
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
こ
の
時
期
に
蔵
書
数
の
増

加
が
あ
っ
た
こ
と
は
多
賀
社
文
庫
各
資
料
の
蔵
書
印
等
か
ら

も
窺
え
る
。
こ
れ
を
一
覧
し
た
も
の
が
文
末
の
表
２
で
、
各

欄
の
記
載
事
項
は
表
１
に
同
じ
で
あ
る
。

各
冊
末
尾
に
「
右
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
之
書
目
大
概
此
二

冊
ニ
相
見
申
候
、
其
外
書
抜
物
数
多
御
座
候
得
共
是
者
書
載

不
申
候
、
以
上
、
」
と
あ
り
、
抜
書
は
収
載
し
な
か
っ
た
と
し

て
い
る
。

目
録
１
に
収
載
さ
れ
て
い
な
が
ら
目
録
２
で
落
と
さ
れ
た

も
の
は
八
四
件
あ
り
、
表
１
に
ア
ミ
ガ
ケ
で
示
し
た
。
目
録

１
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
一
件
を
除
く
全
て
が
文
化
十
四
年

「
引
合
」
時
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
目
録
１
か
ら
目
録
２
の

間
に
散
逸
し
た
と
は
考
え
に
く
い

（

）

。

ま
た
、
合
綴
等
に
よ
り
独
立
し
た
タ
イ
ト
ル
と
し
て
認
識

さ
れ
な
く
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
て
、
現
在
多
賀
社
文
庫
内

に
残
っ
て
い
る
も
の
を
表
３
に
ま
と
め
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が

独
立
し
た
一
点
で
存
在
し
て
お
り
、
状
態
変
更
に
よ
る
埋
没

も
考
え
に
く
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
目
録
１
に
あ
っ
て

目
録
２
に
な
い
も
の
は
、
意
図
を
持
っ
て
落
と
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
そ
の
内
板
本
は
一
六
件
と
二
割
程
度
で
、
多
く
が

写
本
、
特
に
聞
書
や
抜
書
、
抜
粋
集
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
目

録
２
末
尾
の
注
記
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え
る
。

 

二

分
類
項
目
の
排
列
と
典
拠

 

目
録
２
の
各
冊
表
紙
裏
に
は
「
此
書
目
ニ
凡
ノ
部
類
分
ち

御
座
候
得
共
古
帳
ニ
入
交
り
御
座
候
故
其
侭
書
写
仕
候
事
」

と
の
注
記
が
あ
る
。
目
録
１
で
分
類
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
あ
え
て
「
お
お
よ
そ
分
類
し
た
」
と
言
明
す
る
必

要
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、「
古
帳
」
と
は
何
か
。
ま
ず

は
両
者
の
分
類
項
目
を
確
認
す
る
。

表
４
に
両
目
録
の
分
類
項
目
名
と
排
列
順
を
掲
げ
た
。
ど

ち
ら
も
国
史
・
神
祇
関
係
が
冒
頭
に
来
る
の
は
共
通
し
て
い

る
が
、
漢
籍
の
位
置
が
大
き
く
異
な
る
。
目
録
１
で
は
儒
書
・

詩
文
・
卜
に
分
け
て
儒
書
は
神
祇
関
係
の
次
、
詩
文
・
卜
は

後
半
に
分
散
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
目
録
２
で
は
ま
と
め

て
最
末
に
配
さ
れ
て
い
る
。
字
書
も
、
目
録
１
で
は
歌
書
類

や
天
文
の
後
に
あ
る
の
に
対
し
、
目
録
２
で
は
前
に
置
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、
目
録
１
に
は
な
い
有
職
・
氏
族
・
紀
行
・

地
理
・
随
筆
・
記
録
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
有
文
の
独
創
と
は
考
え
に
く
く
、
参
考
に
し
た

も
の
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
近
世

書
籍
目
録
の
項
目
立
て
及
び
そ
の
変
遷
を
、
先
学
の
研
究
を

も
と
に
整
理
す
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る

（

）

。

近
世
前
期
、
書
籍
目
録
は
上
方
の
書
肆
が
作
成
し
た
。
例

え
ば
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
二
）
に
出
さ
れ
た

『
和
漢
書
籍
目
録
』
の
項
目
の
大
ま
か
な
排
列
を
み
る
と
、

釈
経
（
仏
典
）
・
儒
書
・
字
書
・
史
書
（
国
史
）
・
暦
書
・
軍

書
・
医
書
・
文
芸
・
芸
能
（
管
弦
等
）
・
通
俗
の
順
で
あ
る
。

仏
典
と
儒
書
が
前
に
来
て
い
る
の
は
前
代
の
出
版
が
寺
院
中

心
だ
っ
た
こ
と
の
名
残
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
国
学
の
隆
盛
と

共
に
変
化
し
、
た
と
え
ば
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
『
合

類
書
籍
目
録
大
全
』
で
は
、
史
書
（
国
史
）
・
儒
書
・
字
書
・

医
書
・
釈
経
・
文
芸
・
芸
能
・
軍
書
・
通
俗
と
な
り
、
「
史
」

に
分
類
さ
れ
た
国
史
お
よ
び
神
祇
・
有
職
・
国
内
諸
家
系
図

等
が
先
頭
へ
、
仏
典
が
医
書
の
後
へ
と
位
置
を
下
げ
る
。
儒

書
の
位
置
が
変
わ
ら
な
い
の
は
、
為
政
者
の
学
問
と
し
て
の

儒
学
の
存
在
感
に
よ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
更
に
、

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

五
〇



也
／
軸
巻
冊
共
ニ
」
を
「
和
史
其
外
」
か
ら
「
雑
部
其
外
」

ま
で
の
一
四
項
目
に
分
類
、
排
列
し
、
更
に
「
右
ノ
外
ニ
左

ノ
分
御
改
之
部
也
」
と
し
て
七
点
を
挙
げ
る
。
書
目
は
一
つ

書
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
重
複
に
よ
る
抹
消
を
除

い
て
一
覧
し
た
も
の
が
文
末
の
表
１
で
、
全
部
で
四
九
一
件

一
一
九
六
点
で
あ
る
。

同
目
録
上
の
書
籍
名
に
は
朱
引
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
表

紙
裏
注
記
に
よ
る
と
、
文
化
十
四
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
引

合
」
、
再
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
つ
書
と
し
て
は
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
が
、
朱
引
は
個
別
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
を
一
件
と
し
て
数
え
、
重
複
の
な
い
抹

消
も
一
件
と
数
え
た
た
め
、
表
上
の
数
は
目
録
上
で
報
告
さ

れ
た
数
よ
り
三
件
多
く
な
っ
て
い
る
。

同
目
録
末
尾
、「
右
私
代
替
ニ
付
此
度
御
改
被
仰
付
前
書
之

通
り
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、
／
文
化
八
未

印
判
／
三
月

高
橋
摂
津
守
書
判
」
の
後
が
切
除
さ
れ
て
い
る
。
他
の
事
例

で
は
書
籍
に
加
え
什
器
や
建
具
、
仏
像
等
も
調
査
の
対
象
で

あ
り

（

）

、
同
様
の
記
述
が
続
い
た
可
能
性
も
あ
る

（

）

。

Ｂ
の

「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」（
以
下
「
目

録
２
」
）
は
二
冊
組
で
、
六
八
六
件
一
七
八
〇
点
を
「
国
史
類
」

か
ら
「
儒
書
幷
詩
文
幷
雑
」
ま
で
の
一
四
の
大
項
目
に
分
類

し
て
収
め
る
。
一
三
年
の
間
に
二
〇
〇
件
ほ
ど
増
え
た
と
単

純
に
考
え
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
こ
の
時
期
に
蔵
書
数
の
増

加
が
あ
っ
た
こ
と
は
多
賀
社
文
庫
各
資
料
の
蔵
書
印
等
か
ら

も
窺
え
る
。
こ
れ
を
一
覧
し
た
も
の
が
文
末
の
表
２
で
、
各

欄
の
記
載
事
項
は
表
１
に
同
じ
で
あ
る
。

各
冊
末
尾
に
「
右
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
之
書
目
大
概
此
二

冊
ニ
相
見
申
候
、
其
外
書
抜
物
数
多
御
座
候
得
共
是
者
書
載

不
申
候
、
以
上
、
」
と
あ
り
、
抜
書
は
収
載
し
な
か
っ
た
と
し

て
い
る
。

目
録
１
に
収
載
さ
れ
て
い
な
が
ら
目
録
２
で
落
と
さ
れ
た

も
の
は
八
四
件
あ
り
、
表
１
に
ア
ミ
ガ
ケ
で
示
し
た
。
目
録

１
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
一
件
を
除
く
全
て
が
文
化
十
四
年

「
引
合
」
時
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
目
録
１
か
ら
目
録
２
の

間
に
散
逸
し
た
と
は
考
え
に
く
い

（

）

。

ま
た
、
合
綴
等
に
よ
り
独
立
し
た
タ
イ
ト
ル
と
し
て
認
識

さ
れ
な
く
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
て
、
現
在
多
賀
社
文
庫
内

に
残
っ
て
い
る
も
の
を
表
３
に
ま
と
め
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が

独
立
し
た
一
点
で
存
在
し
て
お
り
、
状
態
変
更
に
よ
る
埋
没

も
考
え
に
く
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
目
録
１
に
あ
っ
て

目
録
２
に
な
い
も
の
は
、
意
図
を
持
っ
て
落
と
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
そ
の
内
板
本
は
一
六
件
と
二
割
程
度
で
、
多
く
が

写
本
、
特
に
聞
書
や
抜
書
、
抜
粋
集
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
目

録
２
末
尾
の
注
記
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え
る
。

 

二

分
類
項
目
の
排
列
と
典
拠

 

目
録
２
の
各
冊
表
紙
裏
に
は
「
此
書
目
ニ
凡
ノ
部
類
分
ち

御
座
候
得
共
古
帳
ニ
入
交
り
御
座
候
故
其
侭
書
写
仕
候
事
」

と
の
注
記
が
あ
る
。
目
録
１
で
分
類
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
あ
え
て
「
お
お
よ
そ
分
類
し
た
」
と
言
明
す
る
必

要
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、「
古
帳
」
と
は
何
か
。
ま
ず

は
両
者
の
分
類
項
目
を
確
認
す
る
。

表
４
に
両
目
録
の
分
類
項
目
名
と
排
列
順
を
掲
げ
た
。
ど

ち
ら
も
国
史
・
神
祇
関
係
が
冒
頭
に
来
る
の
は
共
通
し
て
い

る
が
、
漢
籍
の
位
置
が
大
き
く
異
な
る
。
目
録
１
で
は
儒
書
・

詩
文
・
卜
に
分
け
て
儒
書
は
神
祇
関
係
の
次
、
詩
文
・
卜
は

後
半
に
分
散
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
目
録
２
で
は
ま
と
め

て
最
末
に
配
さ
れ
て
い
る
。
字
書
も
、
目
録
１
で
は
歌
書
類

や
天
文
の
後
に
あ
る
の
に
対
し
、
目
録
２
で
は
前
に
置
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、
目
録
１
に
は
な
い
有
職
・
氏
族
・
紀
行
・

地
理
・
随
筆
・
記
録
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
有
文
の
独
創
と
は
考
え
に
く
く
、
参
考
に
し
た

も
の
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
近
世

書
籍
目
録
の
項
目
立
て
及
び
そ
の
変
遷
を
、
先
学
の
研
究
を

も
と
に
整
理
す
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る

（

）

。

近
世
前
期
、
書
籍
目
録
は
上
方
の
書
肆
が
作
成
し
た
。
例

え
ば
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
二
）
に
出
さ
れ
た

『
和
漢
書
籍
目
録
』
の
項
目
の
大
ま
か
な
排
列
を
み
る
と
、

釈
経
（
仏
典
）
・
儒
書
・
字
書
・
史
書
（
国
史
）
・
暦
書
・
軍

書
・
医
書
・
文
芸
・
芸
能
（
管
弦
等
）
・
通
俗
の
順
で
あ
る
。

仏
典
と
儒
書
が
前
に
来
て
い
る
の
は
前
代
の
出
版
が
寺
院
中

心
だ
っ
た
こ
と
の
名
残
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
国
学
の
隆
盛
と

共
に
変
化
し
、
た
と
え
ば
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
『
合

類
書
籍
目
録
大
全
』
で
は
、
史
書
（
国
史
）
・
儒
書
・
字
書
・

医
書
・
釈
経
・
文
芸
・
芸
能
・
軍
書
・
通
俗
と
な
り
、
「
史
」

に
分
類
さ
れ
た
国
史
お
よ
び
神
祇
・
有
職
・
国
内
諸
家
系
図

等
が
先
頭
へ
、
仏
典
が
医
書
の
後
へ
と
位
置
を
下
げ
る
。
儒

書
の
位
置
が
変
わ
ら
な
い
の
は
、
為
政
者
の
学
問
と
し
て
の

儒
学
の
存
在
感
に
よ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
更
に
、

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

五
一



国
学
者
尾
崎
雅
嘉
に
よ
る
解
題
書
目
『
群
書
一
覧
』（
享
和
二

年
刊
）
で
は
、
史
書
（
国
史
）・
字
書
・
文
芸
・
釈
経
・
芸
能
・

地
理
・
随
筆
・
雑
・
群
書
類
従
の
順
と
な
り
、
前
二
者
で
は

上
位
に
来
て
い
た
儒
書
が
消
え
る
。
ま
た
、
軍
書
も
消
え
、

主
に
史
書
中
の
「
雑
史
」
へ
と
分
類
さ
れ
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
排
列
を
多
賀
社
の
目
録
と
比
べ
る
と
、
医
書
や

歌
書
の
排
列
の
前
後
は
あ
る
が
、
目
録
１
は
『
合
類
書
籍
目

録
大
全
』
の
よ
う
な
国
学
隆
盛
以
降
の
書
肆
目
録
に
近
い
史

→
儒
の
排
列
で
、
目
録
２
は
『
群
書
一
覧
』
の
よ
う
な
国
学

系
目
録
に
似
た
史
→
字
の
排
列
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
目
録
１
、
２
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
『
合
類
書
籍
目

録
大
全
』
や
『
群
書
一
覧
』
と
全
く
同
じ
項
目
立
て
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
表
５
の
Ａ
、
Ｂ
は
そ
れ
ぞ
れ
『
合
類
書
籍

目
録
大
全
』
と
『
群
書
一
覧
』
の
項
目
を
一
覧
し
た
も
の
で

あ
る
。
表
４
の
目
録
１
、
２
の
排
列
と
比
べ
る
と
、
共
通
す

る
違
い
は
仏
典
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
他
に
も
、
排
列
を
動

か
し
た
り
、
多
賀
社
の
所
蔵
件
数
の
少
な
い
も
の
は
項
目
を

削
っ
た
り
統
合
し
た
り
、
一
方
で
神
祇
関
係
の
項
目
を
増
や

し
た
り
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
項
目
排
列
も
、
多
賀
社
の
蔵

書
の
分
布
に
合
わ
せ
て
手
を
加
え
た
も
の
と
い
え
る
。

目
録
１
の
項
目
排
列
を
『
合
類
書
籍
目
録
大
全
』
と
比
べ

て
み
る
と
、
史
書
→
儒
書
、
末
尾
に
近
い
方
に
軍
書
、
通
俗

書
（
雑
）
と
い
う
大
枠
は
共
通
し
て
い
る
が
、
字
書
・
医
書
・

歌
書
・
連
歌
書
等
の
排
列
が
前
後
す
る
。
そ
の
た
め
、『
合
類

書
籍
目
録
大
全
』
と
い
う
よ
り
は
こ
れ
に
類
す
る
構
想
（
秩

序
）
の
書
籍
目
録
の
参
照
を
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

目
録
２
に
つ
い
て
は
、
儒
書
と
詩
文
を
合
わ
せ
て
末
尾
に

し
、
記
録
類
も
、『
群
書
一
覧
』
の
よ
う
な
有
職
故
実
に
関
わ

る
日
記
類
等
で
は
な
い
こ
と
か
ら
後
方
へ
移
動
し
た
点
以
外

は
、『
群
書
一
覧
』
と
大
枠
で
共
通
す
る
。
目
録
１
、
２
共
に

『
群
書
一
覧
』
を
収
載
し

（

）

、
有
文
が
参
考
に
し
た
可
能
性

は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
和
歌
関
連
を
歌
書
と
連
歌
書
に
ま

と
め
直
し
、
地
理
と
名
所
も
ま
と
め
る
等
し
て
整
理
し
て
い

る
。
目
録
２
の
多
く
の
項
目
に
「
幷
雑
」
が
付
い
て
い
る
の

は
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
ふ
た
つ
の
目
録
の
分
類
項
目
の
排
列
は
と
も
に
同

時
期
の
書
籍
目
録
等
の
排
列
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
い

ず
れ
も
一
九
世
紀
初
頭
の
国
学
の
隆
盛
と
存
在
感
の
増
大
を

反
映
し
て
、
国
史
・
神
祇
関
係
の
項
目
が
冒
頭
に
来
て
い
る

が
、
目
録
１
は
漢
籍
、
特
に
儒
学
関
係
書
籍
に
重
き
を
置
い

た
も
の
、
目
録
２
は
国
典
中
心
に
よ
り
純
化
し
た
も
の
と
い

え
る
。
次
節
で
は
こ
の
違
い
の
背
景
と
作
成
過
程
を
考
え
る
。 

 

三

項
目
と
書
目
の
関
係

 

ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
目
録

１
作
成
時
点
で
、
有
文
は
目
録
２
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
『
群

書
一
覧
』
を
所
持
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
書
の
刊
行
さ
れ

た
享
和
元
年
は
目
録
１
作
成
の
動
き
が
始
ま
る
六
年
前
で
あ

る
。
刊
行
後
す
ぐ
で
は
な
く
と
も
比
較
的
早
い
段
階
で
入
手

し
て
い
た
こ
と
は
窺
え
る
。
し
か
し
、
目
録
１
段
階
で
こ
れ

を
踏
襲
し
な
か
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

考
え
ら
れ
る
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
前
節
で
確
認
し
た
、
項

目
排
列
に
み
る
学
問
の
秩
序
の
問
題
で
あ
る
。
目
録
１
は
藩

か
ら
義
務
付
け
ら
れ
た
校
割
帳
改
に
あ
た
り
作
成
さ
れ
た
。

他
事
例
と
し
て
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
る
の
が
寺
院
の
校

割
帳
な
の
だ
が

（

）

、
一
定
量
の
書
籍
目
録
を
も
つ
大
照
院
の

も
の
は
、
仏
書
→
儒
書
→
字
書
の
順
に
排
列
し
て
い
る

（

）

。

時
期
と
し
て
は
安
政
以
前
、
江
戸
後
～
末
期
の
も
の
で
あ
る
。

他
の
寺
院
の
も
の
は
寺
の
規
模
も
あ
っ
て
か
仏
書
の
み
だ
が
、

こ
の
時
期
の
校
割
帳
の
書
式
と
し
て
一
定
程
度
の
枠
を
考
え

て
も
よ
か
ろ
う
。
支
配
の
論
理
の
中
で
作
成
さ
れ
る
も
の
と

し
て
、
儒
書
の
位
置
づ
け
は
重
要
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
つ
が
、
時
間
と
作
業
量
の
問
題
で
あ
る
。
実
は
、

冒
頭
で
紹
介
し
た
Ｃ
の
寛
政
九
年
「
多
賀
社
大
神
宮
諸
控
総

目
録
」
中
に
も
「
什
書
目
録
」
が
あ
る
。
但
し
、
収
載
さ
れ

て
い
る
「
書
」
は
四
八
件
と
極
端
に
少
な
い
。
他
の
部
分
に

収
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
確
言
は
避
け
る
が
、

蔵
書
の
拡
大
か
、
藩
の
指
示
に
よ
る
目
録
作
成
方
針
の
変
更

か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
か
、
に
よ
っ
て
編
集
方
針
が
こ
れ

ま
で
と
大
き
く
変
わ
っ
た
た
め
、
蔵
書
量
と
要
求
に
堪
え
る

分
類
法
を
消
化
す
る
の
に
時
間
が
必
要
だ
っ
た
の
で
な
い
か
。

そ
れ
を
物
語
る
の
が
目
録
１
と
目
録
２
の
書
籍
の
分
類
先

の
違
い
で
あ
る
。
表
２
に
は
、
目
録
２
に
収
載
さ
れ
た
書
籍

が
目
録
１
で
ど
こ
に
排
列
さ
れ
て
い
た
か
も
示
し
て
あ
る
。

多
く
は
項
目
排
列
の
変
更
に
よ
る
移
動
や
、
国
史
・
神
祇

関
係
・
有
職
関
係
間
等
、
関
連
項
目
間
の
移
動
な
の
だ
が
、

注
意
し
た
い
の
が
目
録
１
で
「
雑
書
」
と
し
て
い
た
も
の
を

目
録
２
で
分
類
し
な
お
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
目
録
１
段
階

で
は
、
ど
こ
に
分
類
す
べ
き
か
判
断
し
か
ね
る
「
雑
書
」
が

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

五
二



国
学
者
尾
崎
雅
嘉
に
よ
る
解
題
書
目
『
群
書
一
覧
』（
享
和
二

年
刊
）
で
は
、
史
書
（
国
史
）・
字
書
・
文
芸
・
釈
経
・
芸
能
・

地
理
・
随
筆
・
雑
・
群
書
類
従
の
順
と
な
り
、
前
二
者
で
は

上
位
に
来
て
い
た
儒
書
が
消
え
る
。
ま
た
、
軍
書
も
消
え
、

主
に
史
書
中
の
「
雑
史
」
へ
と
分
類
さ
れ
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
排
列
を
多
賀
社
の
目
録
と
比
べ
る
と
、
医
書
や

歌
書
の
排
列
の
前
後
は
あ
る
が
、
目
録
１
は
『
合
類
書
籍
目

録
大
全
』
の
よ
う
な
国
学
隆
盛
以
降
の
書
肆
目
録
に
近
い
史

→
儒
の
排
列
で
、
目
録
２
は
『
群
書
一
覧
』
の
よ
う
な
国
学

系
目
録
に
似
た
史
→
字
の
排
列
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
目
録
１
、
２
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
『
合
類
書
籍
目

録
大
全
』
や
『
群
書
一
覧
』
と
全
く
同
じ
項
目
立
て
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
表
５
の
Ａ
、
Ｂ
は
そ
れ
ぞ
れ
『
合
類
書
籍

目
録
大
全
』
と
『
群
書
一
覧
』
の
項
目
を
一
覧
し
た
も
の
で

あ
る
。
表
４
の
目
録
１
、
２
の
排
列
と
比
べ
る
と
、
共
通
す

る
違
い
は
仏
典
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
他
に
も
、
排
列
を
動

か
し
た
り
、
多
賀
社
の
所
蔵
件
数
の
少
な
い
も
の
は
項
目
を

削
っ
た
り
統
合
し
た
り
、
一
方
で
神
祇
関
係
の
項
目
を
増
や

し
た
り
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
項
目
排
列
も
、
多
賀
社
の
蔵

書
の
分
布
に
合
わ
せ
て
手
を
加
え
た
も
の
と
い
え
る
。

目
録
１
の
項
目
排
列
を
『
合
類
書
籍
目
録
大
全
』
と
比
べ

て
み
る
と
、
史
書
→
儒
書
、
末
尾
に
近
い
方
に
軍
書
、
通
俗

書
（
雑
）
と
い
う
大
枠
は
共
通
し
て
い
る
が
、
字
書
・
医
書
・

歌
書
・
連
歌
書
等
の
排
列
が
前
後
す
る
。
そ
の
た
め
、『
合
類

書
籍
目
録
大
全
』
と
い
う
よ
り
は
こ
れ
に
類
す
る
構
想
（
秩

序
）
の
書
籍
目
録
の
参
照
を
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

目
録
２
に
つ
い
て
は
、
儒
書
と
詩
文
を
合
わ
せ
て
末
尾
に

し
、
記
録
類
も
、『
群
書
一
覧
』
の
よ
う
な
有
職
故
実
に
関
わ

る
日
記
類
等
で
は
な
い
こ
と
か
ら
後
方
へ
移
動
し
た
点
以
外

は
、『
群
書
一
覧
』
と
大
枠
で
共
通
す
る
。
目
録
１
、
２
共
に

『
群
書
一
覧
』
を
収
載
し

（

）

、
有
文
が
参
考
に
し
た
可
能
性

は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
和
歌
関
連
を
歌
書
と
連
歌
書
に
ま

と
め
直
し
、
地
理
と
名
所
も
ま
と
め
る
等
し
て
整
理
し
て
い

る
。
目
録
２
の
多
く
の
項
目
に
「
幷
雑
」
が
付
い
て
い
る
の

は
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
ふ
た
つ
の
目
録
の
分
類
項
目
の
排
列
は
と
も
に
同

時
期
の
書
籍
目
録
等
の
排
列
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
い

ず
れ
も
一
九
世
紀
初
頭
の
国
学
の
隆
盛
と
存
在
感
の
増
大
を

反
映
し
て
、
国
史
・
神
祇
関
係
の
項
目
が
冒
頭
に
来
て
い
る

が
、
目
録
１
は
漢
籍
、
特
に
儒
学
関
係
書
籍
に
重
き
を
置
い

た
も
の
、
目
録
２
は
国
典
中
心
に
よ
り
純
化
し
た
も
の
と
い

え
る
。
次
節
で
は
こ
の
違
い
の
背
景
と
作
成
過
程
を
考
え
る
。 

 
三

項
目
と
書
目
の
関
係

 

ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
目
録

１
作
成
時
点
で
、
有
文
は
目
録
２
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
『
群

書
一
覧
』
を
所
持
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
書
の
刊
行
さ
れ

た
享
和
元
年
は
目
録
１
作
成
の
動
き
が
始
ま
る
六
年
前
で
あ

る
。
刊
行
後
す
ぐ
で
は
な
く
と
も
比
較
的
早
い
段
階
で
入
手

し
て
い
た
こ
と
は
窺
え
る
。
し
か
し
、
目
録
１
段
階
で
こ
れ

を
踏
襲
し
な
か
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

考
え
ら
れ
る
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
前
節
で
確
認
し
た
、
項

目
排
列
に
み
る
学
問
の
秩
序
の
問
題
で
あ
る
。
目
録
１
は
藩

か
ら
義
務
付
け
ら
れ
た
校
割
帳
改
に
あ
た
り
作
成
さ
れ
た
。

他
事
例
と
し
て
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
る
の
が
寺
院
の
校

割
帳
な
の
だ
が

（

）

、
一
定
量
の
書
籍
目
録
を
も
つ
大
照
院
の

も
の
は
、
仏
書
→
儒
書
→
字
書
の
順
に
排
列
し
て
い
る

（

）

。

時
期
と
し
て
は
安
政
以
前
、
江
戸
後
～
末
期
の
も
の
で
あ
る
。

他
の
寺
院
の
も
の
は
寺
の
規
模
も
あ
っ
て
か
仏
書
の
み
だ
が
、

こ
の
時
期
の
校
割
帳
の
書
式
と
し
て
一
定
程
度
の
枠
を
考
え

て
も
よ
か
ろ
う
。
支
配
の
論
理
の
中
で
作
成
さ
れ
る
も
の
と

し
て
、
儒
書
の
位
置
づ
け
は
重
要
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
つ
が
、
時
間
と
作
業
量
の
問
題
で
あ
る
。
実
は
、

冒
頭
で
紹
介
し
た
Ｃ
の
寛
政
九
年
「
多
賀
社
大
神
宮
諸
控
総

目
録
」
中
に
も
「
什
書
目
録
」
が
あ
る
。
但
し
、
収
載
さ
れ

て
い
る
「
書
」
は
四
八
件
と
極
端
に
少
な
い
。
他
の
部
分
に

収
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
確
言
は
避
け
る
が
、

蔵
書
の
拡
大
か
、
藩
の
指
示
に
よ
る
目
録
作
成
方
針
の
変
更

か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
か
、
に
よ
っ
て
編
集
方
針
が
こ
れ

ま
で
と
大
き
く
変
わ
っ
た
た
め
、
蔵
書
量
と
要
求
に
堪
え
る

分
類
法
を
消
化
す
る
の
に
時
間
が
必
要
だ
っ
た
の
で
な
い
か
。

そ
れ
を
物
語
る
の
が
目
録
１
と
目
録
２
の
書
籍
の
分
類
先

の
違
い
で
あ
る
。
表
２
に
は
、
目
録
２
に
収
載
さ
れ
た
書
籍

が
目
録
１
で
ど
こ
に
排
列
さ
れ
て
い
た
か
も
示
し
て
あ
る
。

多
く
は
項
目
排
列
の
変
更
に
よ
る
移
動
や
、
国
史
・
神
祇

関
係
・
有
職
関
係
間
等
、
関
連
項
目
間
の
移
動
な
の
だ
が
、

注
意
し
た
い
の
が
目
録
１
で
「
雑
書
」
と
し
て
い
た
も
の
を

目
録
２
で
分
類
し
な
お
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
目
録
１
段
階

で
は
、
ど
こ
に
分
類
す
べ
き
か
判
断
し
か
ね
る
「
雑
書
」
が

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

五
三



数
多
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
、
目
録
２
で

は

「
地
理
類
」
に
あ
る
『
都
名
所
車
』
が
目
録
１
で
は

「
神
代
神
武
巻
註
釈
類
其
外
」
に
分
類
さ
れ
た
り
（
京
都
の

社
寺
の
解
説
＝
註
釈
と
い
う
感
覚
だ
ろ
う
か
）
、
目
録
２
で

「
歌
書
類
幷
雑
」
に
あ
る
『
源
氏
物
語
全
部
の
歌
』
が
目

録
１
で
は

「
祓
類
其
外
」
に
分
類
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

作
成
者
が
同
じ
に
も
か
か
わ
ら
ず
分
類
が
変
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
違
和
感
を
も
つ
分
類
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

目
録
１
は
完
成
ま
で
に
四
年
か
か
っ
て
お
り
、
様
々
な
意

味
で
「
大
造
（
＝
大
層
）
之
事
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

（

）

。

こ
れ
を
蔵
書
の
傾
向
や
所
有
者
で
あ
る
有
文
の
関
心
に
沿
っ

て
、「
外
向
」
に
も
提
供
で
き
る
よ
う
編
成
し
直
し
た
の
が
目

録
２
と
考
え
る
と
、
同
目
録
表
紙
裏
の
「
凡
ノ
部
類
分
ち
御

座
候
」
も
理
解
で
き
よ
う
。
文
化
一
四
年
の
目
録
１
の
「
引

合
」
は
、
目
録
２
作
成
に
向
け
て
の
準
備
作
業
で
、
こ
れ
を

も
と
に
納
得
の
い
く
目
録
を
作
成
し
た
可
能
性
が
高
い
。

目
録
２
は
そ
の
後
、
増
補
用
の
新
収
目
録
（

）
が
作

成
さ
れ
、
更
に
目
録
２
と
新
収
目
録
と
の
統
合
版
（

）

も
有
文
の
名
で
作
ら
れ
る
。
有
文
の
活
動
期
間
を
考
え
る
と
、

彼
の
集
書
・
研
究
活
動
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
系
統
の
目
録
は
近
隣
へ
も
貸
し
出
さ
れ

（

）

、
一
般
郷
土

に
は
世
良
利
貞
書
写
の
も
の
が
残
っ

て
い
る

（

）

。
ま
さ
に
「
外
向
」
に
使
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

「
古
帳
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
作
業
の
み
か
ら
は
判
断

で
き
な
い
。
目
録
２
の
前
の
帳
簿
と
い
う
と
、
目
録
１
と
考

え
る
の
が
自
然
だ
が
、「
入
交
」
と
い
う
ほ
ど
目
録
１
の
分
類

を
踏
襲
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
目
録
１
と
目
録
２
の
関
係

か
ら
は
、
藩
提
出
用
の
も
の
と
日
常
の
管
理
用
の
二
種
が
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
述
Ｃ
の
「
什
書
目
録
」

も
有
文
の
作
成
で
あ
り
、
こ
の
種
の
目
録
が
折
に
触
れ
作
成

さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
現
存
し
な
い
目
録

の
存
在
も
含
め
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 

ま
と
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と
展
望

 

以
上
、
多
賀
社
文
庫
の
近
世
後
期
の
書
籍
目
録
二
種
に
つ

い
て
、
構
成
と
作
成
の
経
緯
を
み
て
き
た
。
表
面
採
集
に
推

論
を
重
ね
た
部
分
も
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
以
下
の
こ
と
は
明

ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。

ま
ず
、
目
録
１
は
文
化
四
年
か
ら
八
年
に
お
こ
な
わ
れ
た

校
割
帳
改
に
際
し
て
、
大
宮
司
高
橋
有
文
に
よ
り
作
成
さ
れ

た
。
以
後
の
代
替
わ
り
時
の
恒
例
と
す
べ
く
、
書
肆
系
書
籍

目
録
の
分
類
を
下
敷
き
に
作
成
さ
れ
た
。
但
し
、
何
ら
か
の

限
界
が
あ
っ
た
た
め
、
書
籍
の
分
類
排
列
に
不
十
分
な
点
が

残
っ
た
。
二
冊
作
成
し
て
萩
の
寺
社
所
と
多
賀
社
と
に
保
管
、

原
則
と
し
て
外
部
提
供
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
目
録
２
は
目
録
１
の
作
業
を
も
と
に
、
同

じ
く
高
橋
有
文
に
よ
っ
て
文
政
八
年
に
完
成
し
た
。
有
文
ら

の
私
用
、
ま
た
近
隣
へ
の
貸
し
出
し
用
で
、
彼
ら
の
関
心
に

沿
う
べ
く
、『
群
書
一
覧
』
に
倣
っ
た
国
学
系
の
分
類
で
排
列

し
た
。
完
成
後
に
も
後
継
目
録
が
作
成
さ
れ
る
等
、
多
賀
社

及
び
地
域
社
会
の
中
で
長
く
生
き
た
目
録
と
な
っ
た
。

課
題
と
し
て
、
今
後
の
展
望
を
い
く
つ
か
述
べ
て
お
く
。

ひ
と
つ
は
校
割
帳
改
に
つ
い
て
。
史
料
上
、
多
賀
社
に
対

し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
元
禄
九
年
、
今

回
の
文
化
八
年
、
有
武
代
替
わ
り
時
の
天
保
三
年
の
三
回
で

あ
る

（

）

。
天
保
度
に
つ
い
て
も
文
書
が
あ
り
、
あ
る
程
度
の

経
緯
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
が

（

）

、
成
果
物
で
あ
る
目
録
は

な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
、
県
庁
旧
藩

に
、
寺

社
所
に
納
め
ら
れ
た
文
化
八
年
度
目
録
の
写
と
、
別
の
目
録

が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
目
録
２
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
書
籍

を
含
む
も
の
で
、
天
保
度
か
、
そ
の
後
の
目
録
と
考
え
ら
れ

る
。
多
賀
社
文
庫
の
書
籍
に
は
校
割
帳
改
時
目
録
収
載
書
籍

か
否
を
注
し
た
印
も
捺
さ
れ
て
お
り

（

）

、
整
理
過
程
を
明
ら

か
に
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
他
の
寺
社
の

事
例
と
併
せ
分
析
す
る
こ
と
で
、
萩
藩
の
校
割
帳
改
に
つ
い

て
も
、
一
定
の
見
通
し
が
た
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
高
橋
有
文
の
集
書
活
動
や
学
問
研
鑽
に
つ
い
て
で
、

目
録
２
系
統
の
詳
細
な
分
析
に
加
え
、
文
政
六
年
の
書
籍
寄

進
（

）

や
読
書
記
録
等

（

）

、
有
文
が
残
し
た
も
の
を
辿
る
こ

と
で
か
な
り
の
と
こ
ろ
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
多
賀
社
の
蔵
書
状
況
で
、
Ｃ
、
Ｄ
の
目
録
の
分
析

や
、
多
賀
社
文
庫
に
複
数
種
確
認
さ
れ
て
い
る
蔵
書
印
等
の

分
析
、
ま
た
県
立
山
口
図
書
館
内
に
「
多
賀
文
庫
」
と
し
て

収
蔵
さ
れ
て
い
る
書
籍
の
分
析
を
と
お
し
て
、
一
定
の
こ
と

は
わ
か
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

勿
論
、
今
回
検
討
し
た
目
録
１
、
２
そ
の
も
の
に
つ
い
て

も
、
各
書
目
の
精
査
に
よ
り
当
該
期
の
書
籍
観
、
学
問
観
が

一
層
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

五
四



数
多
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
、
目
録
２
で

は

「
地
理
類
」
に
あ
る
『
都
名
所
車
』
が
目
録
１
で
は

「
神
代
神
武
巻
註
釈
類
其
外
」
に
分
類
さ
れ
た
り
（
京
都
の

社
寺
の
解
説
＝
註
釈
と
い
う
感
覚
だ
ろ
う
か
）
、
目
録
２
で

「
歌
書
類
幷
雑
」
に
あ
る
『
源
氏
物
語
全
部
の
歌
』
が
目

録
１
で
は

「
祓
類
其
外
」
に
分
類
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

作
成
者
が
同
じ
に
も
か
か
わ
ら
ず
分
類
が
変
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
違
和
感
を
も
つ
分
類
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

目
録
１
は
完
成
ま
で
に
四
年
か
か
っ
て
お
り
、
様
々
な
意

味
で
「
大
造
（
＝
大
層
）
之
事
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

（

）

。

こ
れ
を
蔵
書
の
傾
向
や
所
有
者
で
あ
る
有
文
の
関
心
に
沿
っ

て
、「
外
向
」
に
も
提
供
で
き
る
よ
う
編
成
し
直
し
た
の
が
目

録
２
と
考
え
る
と
、
同
目
録
表
紙
裏
の
「
凡
ノ
部
類
分
ち
御

座
候
」
も
理
解
で
き
よ
う
。
文
化
一
四
年
の
目
録
１
の
「
引

合
」
は
、
目
録
２
作
成
に
向
け
て
の
準
備
作
業
で
、
こ
れ
を

も
と
に
納
得
の
い
く
目
録
を
作
成
し
た
可
能
性
が
高
い
。

目
録
２
は
そ
の
後
、
増
補
用
の
新
収
目
録
（

）
が
作

成
さ
れ
、
更
に
目
録
２
と
新
収
目
録
と
の
統
合
版
（

）

も
有
文
の
名
で
作
ら
れ
る
。
有
文
の
活
動
期
間
を
考
え
る
と
、

彼
の
集
書
・
研
究
活
動
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
系
統
の
目
録
は
近
隣
へ
も
貸
し
出
さ
れ

（

）

、
一
般
郷
土

に
は
世
良
利
貞
書
写
の
も
の
が
残
っ

て
い
る

（

）

。
ま
さ
に
「
外
向
」
に
使
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

「
古
帳
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
作
業
の
み
か
ら
は
判
断

で
き
な
い
。
目
録
２
の
前
の
帳
簿
と
い
う
と
、
目
録
１
と
考

え
る
の
が
自
然
だ
が
、「
入
交
」
と
い
う
ほ
ど
目
録
１
の
分
類

を
踏
襲
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
目
録
１
と
目
録
２
の
関
係

か
ら
は
、
藩
提
出
用
の
も
の
と
日
常
の
管
理
用
の
二
種
が
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
述
Ｃ
の
「
什
書
目
録
」

も
有
文
の
作
成
で
あ
り
、
こ
の
種
の
目
録
が
折
に
触
れ
作
成

さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
現
存
し
な
い
目
録

の
存
在
も
含
め
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 

ま
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以
上
、
多
賀
社
文
庫
の
近
世
後
期
の
書
籍
目
録
二
種
に
つ

い
て
、
構
成
と
作
成
の
経
緯
を
み
て
き
た
。
表
面
採
集
に
推

論
を
重
ね
た
部
分
も
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
以
下
の
こ
と
は
明

ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。

ま
ず
、
目
録
１
は
文
化
四
年
か
ら
八
年
に
お
こ
な
わ
れ
た

校
割
帳
改
に
際
し
て
、
大
宮
司
高
橋
有
文
に
よ
り
作
成
さ
れ

た
。
以
後
の
代
替
わ
り
時
の
恒
例
と
す
べ
く
、
書
肆
系
書
籍

目
録
の
分
類
を
下
敷
き
に
作
成
さ
れ
た
。
但
し
、
何
ら
か
の

限
界
が
あ
っ
た
た
め
、
書
籍
の
分
類
排
列
に
不
十
分
な
点
が

残
っ
た
。
二
冊
作
成
し
て
萩
の
寺
社
所
と
多
賀
社
と
に
保
管
、

原
則
と
し
て
外
部
提
供
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
目
録
２
は
目
録
１
の
作
業
を
も
と
に
、
同

じ
く
高
橋
有
文
に
よ
っ
て
文
政
八
年
に
完
成
し
た
。
有
文
ら

の
私
用
、
ま
た
近
隣
へ
の
貸
し
出
し
用
で
、
彼
ら
の
関
心
に

沿
う
べ
く
、『
群
書
一
覧
』
に
倣
っ
た
国
学
系
の
分
類
で
排
列

し
た
。
完
成
後
に
も
後
継
目
録
が
作
成
さ
れ
る
等
、
多
賀
社

及
び
地
域
社
会
の
中
で
長
く
生
き
た
目
録
と
な
っ
た
。

課
題
と
し
て
、
今
後
の
展
望
を
い
く
つ
か
述
べ
て
お
く
。

ひ
と
つ
は
校
割
帳
改
に
つ
い
て
。
史
料
上
、
多
賀
社
に
対

し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
元
禄
九
年
、
今

回
の
文
化
八
年
、
有
武
代
替
わ
り
時
の
天
保
三
年
の
三
回
で

あ
る

（

）

。
天
保
度
に
つ
い
て
も
文
書
が
あ
り
、
あ
る
程
度
の

経
緯
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
が

（

）

、
成
果
物
で
あ
る
目
録
は

な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
、
県
庁
旧
藩

に
、
寺

社
所
に
納
め
ら
れ
た
文
化
八
年
度
目
録
の
写
と
、
別
の
目
録

が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
目
録
２
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
書
籍

を
含
む
も
の
で
、
天
保
度
か
、
そ
の
後
の
目
録
と
考
え
ら
れ

る
。
多
賀
社
文
庫
の
書
籍
に
は
校
割
帳
改
時
目
録
収
載
書
籍

か
否
を
注
し
た
印
も
捺
さ
れ
て
お
り

（

）

、
整
理
過
程
を
明
ら

か
に
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
他
の
寺
社
の

事
例
と
併
せ
分
析
す
る
こ
と
で
、
萩
藩
の
校
割
帳
改
に
つ
い

て
も
、
一
定
の
見
通
し
が
た
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
高
橋
有
文
の
集
書
活
動
や
学
問
研
鑽
に
つ
い
て
で
、

目
録
２
系
統
の
詳
細
な
分
析
に
加
え
、
文
政
六
年
の
書
籍
寄

進
（

）

や
読
書
記
録
等

（

）

、
有
文
が
残
し
た
も
の
を
辿
る
こ

と
で
か
な
り
の
と
こ
ろ
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
多
賀
社
の
蔵
書
状
況
で
、
Ｃ
、
Ｄ
の
目
録
の
分
析

や
、
多
賀
社
文
庫
に
複
数
種
確
認
さ
れ
て
い
る
蔵
書
印
等
の

分
析
、
ま
た
県
立
山
口
図
書
館
内
に
「
多
賀
文
庫
」
と
し
て

収
蔵
さ
れ
て
い
る
書
籍
の
分
析
を
と
お
し
て
、
一
定
の
こ
と

は
わ
か
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

勿
論
、
今
回
検
討
し
た
目
録
１
、
２
そ
の
も
の
に
つ
い
て

も
、
各
書
目
の
精
査
に
よ
り
当
該
期
の
書
籍
観
、
学
問
観
が

一
層
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

五
五



註（

）
高
橋
言
延
「
大
内
様
御
家
根
本
記
」
（
多
賀
社
文
庫

）
、

高
橋
有
文
「
大
内
正
統
系
譜
」
（
同

）
等
。
以
下
の
本
文

及
び
註
に
お
い
て
資
料
に
付
さ
れ
た
四
桁
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字

は
、
断
り
の
な
い
限
り
多
賀
社
文
庫
の
も
の
で
あ
る
。

（

）
熊
本
守
雄
「
翻
刻
『
兼
載
独
吟
聖
廟
法
楽
千
句
附
注
本
』
」（
『
山

口
女
子
短
期
大
学
研
究
報
告
』
二
四
、
一
九
六
九
年
）
、
影
山

純
夫
「
雲
谷
等
顔
と
連
歌
」
（
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
四
九
、

一
九
八
三
年
）
、
真
木
隆
行
「
氷
上
山
秘
奥
記
翻
刻
并
解
題
」

（
『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
三
、
二
〇
〇
七
年
）
等
。

（

）

「
多
賀
本
目
録
」
。

（

）
社
職
就
任
が
安
永
十
年
（

「
社
記
目
録
」
）
、
神
道
裁
許

状
授
与
が
天
明
四
年
（

「
山
口
多
賀
大
大
宮
司
高
橋
氏
吉

田
家
神
道
裁
許
状
」
）
、
大
宮
司
の
署
名
の
最
後
が
天
保
三
年

（

「
朝
倉
八
幡
宮
大
宮
司
裁
許
状
写
」
）
。

（

）
岡
村
敬
二
「
分
け
て
分
か
る
」
（
『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』

三
一
、
一
九
九
五
年
）
。

（

）
鈴
木
理
恵
「
神
職
専
業
化
志
向
と
蔵
書
形
成
」
（
『
近
世
近
代

移
行
期
の
地
域
文
化
人
』
第
一
章
、
塙
書
房
、
二
〇
一
二
年
、

初
出
二
〇
〇
四
年
）
、
中
澤
伸
弘
「
富
永
芳
久
舊
藏
『
楯
之
舎

書
籍
目
録
』
の
一
考
察
―
近
世
後
期
の
社
家
蔵
書
の
一
斑
―
」

（
『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
九
七
、
二
〇
〇
六

年
）
等
。

（

）
鈴
木
前
掲
註
（

）
書
、
工
藤
航
平
『
近
世
書
籍
文
化
論
―

地
域
〈
知
〉
の
形
成
と
社
会
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）

等
。

（

）
「
多
賀
社
文
庫
本
貸
出
並
借
用
証
書
」
（

）
は
安
政
年
間

（
一
八
五
四
～
一
八
五
九
）
の
貸
出
目
録
。
ま
た
、
文
政
年
間

に
山
口
勘
場
役
人
を
務
め
た
塩
田
家
の
文
書
（
当
館
蔵
）
中
に

は
多
賀
社
文
庫
の
蔵
書
印
等
の
あ
る
書
籍
も
あ
り
（
塩
田
家
文

書

、

、

、
同
和
漢

、

～

、

～

、

、

、

）
、
借
用
に
よ
る
塩
田
家
へ
の
流
入
（
多
賀
社

か
ら
の
流
出
）
が
窺
え
る
。

（

）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇

〇
二

年
）
。

（

）
山
﨑
一
郎
「
萩
藩
当
職
所
に
お
け
る
文
書
の
保
存
と
管
理
」

（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
二
三
、
一
九
九
六
年
）
。

（

）
萩
藩
の
校
割
帳
改
に
関
し
て
は
、
万
治
三
年
毛
利
綱
広
条
々

（
諸
寺
法
度
の
事
、
『
山
口
県
史
史
料
編
近
世
二
』
萩
藩
近
世

前
期
主
要
法
制
史
料
集

）
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
記
述

は
あ
る
が
、
校
割
帳
の
名
は
な
い
。
近
世
後
期
に
か
け
て
の
制

度
の
変
遷
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（

）
同
綴
に
「
校
割
帳
御
改
初
中
後
之
事
、
此
記
録
之
外
文
化
八

年
未
ノ
社
記
ニ
委
敷
有
之
候
」
と
あ
る
が
、
社
記
は
逸
失
。

（

）
有
文
か
ら
有
武
へ
の
代
替
わ
り
時
に
は
実
施
（

「
交
割

帳
御
改
願
出
控

社
職
代
替
ニ
付
」
）
。

（

）

「
校
割
帳
御
改
一
件
」
二
丁
目
表
、
三
丁
目
表
等
。

（

）
同
右
五
丁
目
。

（

）「
大
成
寺
校
割
帳
」（
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
寺
社
・
町
方
」

、

）
、
「
大
照
院
校
割
帳
新
入
物
控
」
（
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録

）
、「
普
済
庵
校
割
帳
」（
市
原
家
文
書

）
、「
校
割
帳
」（
月

輪
寺
文
書

）
。

（

）
こ
れ
の
寺
社
所
提
出
分
の
写
し
が
県
庁
旧
藩

。
後
述
。

（

）
た
と
え
ば
前
述
塩
田
家
文
書
中
の
多
賀
社
旧
蔵
書
は
、
塩
田

彦
左
衛
門
時
貞
が
山
口
勘
場
役
人
を
務
め
る
文
化
十
四
年
以

降
文
政
七
年
ま
で
に
塩
田
家
に
流
出
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

塩
田
家
文
書
中
の
多
賀
社
蔵
書
に
は
天
保
の
校
割
帳
改
以
降

の
書
籍
も
あ
り
、
目
録
２
収
載
書
目
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
詳
し
く
は
稿
を
改
め
た
い
。

（

）
阿
部
隆
一
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
解
題
（
井

上
書
店
、
一
九
六
四
年
）
、
弥
吉
光
良
「
図
書
目
録
に
お
け
る

分
類
思
想
の
発
展
」
（
『
弥
吉
光
良
著
作
集

第
二
巻
』
、
一
九

八
二
年
）
岡
村
前
掲
註
（

）
論
文
、
同
『
江
戸
の
蔵
書
家
た

ち
』（
講
談
社
、
一
九
九
六
年
）
等
。
特
に
岡
村
一
九
九
六
年
、

仏
典
の
序
列
へ
の
注
視
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（

）
目
録
１
：

、
目
録
２
：

。

（

）
註
（

）
参
照
。

（

）
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録

。

（

）
な
お
、
天
保
の
代
替
わ
り
時
の
校
割
帳
改
も
天
保
三
年
に
着

手
し
た
が
完
了
は
天
保
五
年
で
（
塩
田
家
文
書
和
漢

）
、
九

〇
日
で
出
来
る
作
業
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（

）

「
多
賀
社
文
庫
本
貸
出
並
借
用
証
書
」
三
丁
目
裏
、
安

政
五
年
、
山
口
寺
社
方
近
野
虎
之
進
へ
の
貸
出
と
し
て
「
御
文

庫
書
目

弐
」
と
あ
る
。
標
題
・
冊
数
と
も
一
致
し
て
お
り
、

ど
の
段
階
か
は
不
明
だ
が
、
目
録
２
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

（

）
「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
録
」
。

（

）『
防
長
風
土
注
進
案
』
一
三
（
山
口
県
文
書
館
、
一
九
六
一
年
）
。

（

）

「
交
割
帳
御
改
願
出
控

社
職
代
替
ニ
付
」
。

（

）
多
賀
社
文
庫
内
に
は
註
（

）
、
塩
田
家
文
書
和
漢

の
印

と
同
じ
形
式
の
「
文
化
八
年
校
割
帳
御
改
四
百
八
十
一
部
／
惣

数
千
百
八
十
九
部
之
内
」
等
の
捺
印
が
散
見
さ
れ
る
。
押
捺
時

期
も
含
め
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（

）

「
多
賀
社
司
高
橋
有
文
書
籍
寄
進
状
」
。

（

）

「
見
聞
雑
記
」
。

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

五
六



註（

）
高
橋
言
延
「
大
内
様
御
家
根
本
記
」
（
多
賀
社
文
庫

）
、

高
橋
有
文
「
大
内
正
統
系
譜
」
（
同

）
等
。
以
下
の
本
文

及
び
註
に
お
い
て
資
料
に
付
さ
れ
た
四
桁
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字

は
、
断
り
の
な
い
限
り
多
賀
社
文
庫
の
も
の
で
あ
る
。

（

）
熊
本
守
雄
「
翻
刻
『
兼
載
独
吟
聖
廟
法
楽
千
句
附
注
本
』
」（
『
山

口
女
子
短
期
大
学
研
究
報
告
』
二
四
、
一
九
六
九
年
）
、
影
山

純
夫
「
雲
谷
等
顔
と
連
歌
」
（
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
四
九
、

一
九
八
三
年
）
、
真
木
隆
行
「
氷
上
山
秘
奥
記
翻
刻
并
解
題
」

（
『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
三
、
二
〇
〇
七
年
）
等
。

（

）

「
多
賀
本
目
録
」
。

（

）
社
職
就
任
が
安
永
十
年
（

「
社
記
目
録
」
）
、
神
道
裁
許

状
授
与
が
天
明
四
年
（

「
山
口
多
賀
大
大
宮
司
高
橋
氏
吉

田
家
神
道
裁
許
状
」
）
、
大
宮
司
の
署
名
の
最
後
が
天
保
三
年

（

「
朝
倉
八
幡
宮
大
宮
司
裁
許
状
写
」
）
。

（

）
岡
村
敬
二
「
分
け
て
分
か
る
」
（
『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』

三
一
、
一
九
九
五
年
）
。

（

）
鈴
木
理
恵
「
神
職
専
業
化
志
向
と
蔵
書
形
成
」
（
『
近
世
近
代

移
行
期
の
地
域
文
化
人
』
第
一
章
、
塙
書
房
、
二
〇
一
二
年
、

初
出
二
〇
〇
四
年
）
、
中
澤
伸
弘
「
富
永
芳
久
舊
藏
『
楯
之
舎

書
籍
目
録
』
の
一
考
察
―
近
世
後
期
の
社
家
蔵
書
の
一
斑
―
」

（
『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
九
七
、
二
〇
〇
六

年
）
等
。

（

）
鈴
木
前
掲
註
（

）
書
、
工
藤
航
平
『
近
世
書
籍
文
化
論
―

地
域
〈
知
〉
の
形
成
と
社
会
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）

等
。

（

）
「
多
賀
社
文
庫
本
貸
出
並
借
用
証
書
」
（

）
は
安
政
年
間

（
一
八
五
四
～
一
八
五
九
）
の
貸
出
目
録
。
ま
た
、
文
政
年
間

に
山
口
勘
場
役
人
を
務
め
た
塩
田
家
の
文
書
（
当
館
蔵
）
中
に

は
多
賀
社
文
庫
の
蔵
書
印
等
の
あ
る
書
籍
も
あ
り
（
塩
田
家
文

書

、

、

、
同
和
漢

、

～

、

～

、

、

、

）
、
借
用
に
よ
る
塩
田
家
へ
の
流
入
（
多
賀
社

か
ら
の
流
出
）
が
窺
え
る
。

（

）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇

〇
二

年
）
。

（

）
山
﨑
一
郎
「
萩
藩
当
職
所
に
お
け
る
文
書
の
保
存
と
管
理
」

（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
二
三
、
一
九
九
六
年
）
。

（

）
萩
藩
の
校
割
帳
改
に
関
し
て
は
、
万
治
三
年
毛
利
綱
広
条
々

（
諸
寺
法
度
の
事
、
『
山
口
県
史
史
料
編
近
世
二
』
萩
藩
近
世

前
期
主
要
法
制
史
料
集

）
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
記
述

は
あ
る
が
、
校
割
帳
の
名
は
な
い
。
近
世
後
期
に
か
け
て
の
制

度
の
変
遷
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（

）
同
綴
に
「
校
割
帳
御
改
初
中
後
之
事
、
此
記
録
之
外
文
化
八

年
未
ノ
社
記
ニ
委
敷
有
之
候
」
と
あ
る
が
、
社
記
は
逸
失
。

（

）
有
文
か
ら
有
武
へ
の
代
替
わ
り
時
に
は
実
施
（

「
交
割

帳
御
改
願
出
控

社
職
代
替
ニ
付
」
）
。

（

）

「
校
割
帳
御
改
一
件
」
二
丁
目
表
、
三
丁
目
表
等
。

（

）
同
右
五
丁
目
。

（

）「
大
成
寺
校
割
帳
」（
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
寺
社
・
町
方
」

、

）
、
「
大
照
院
校
割
帳
新
入
物
控
」
（
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録

）
、「
普
済
庵
校
割
帳
」（
市
原
家
文
書

）
、「
校
割
帳
」（
月

輪
寺
文
書

）
。

（

）
こ
れ
の
寺
社
所
提
出
分
の
写
し
が
県
庁
旧
藩

。
後
述
。

（

）
た
と
え
ば
前
述
塩
田
家
文
書
中
の
多
賀
社
旧
蔵
書
は
、
塩
田

彦
左
衛
門
時
貞
が
山
口
勘
場
役
人
を
務
め
る
文
化
十
四
年
以

降
文
政
七
年
ま
で
に
塩
田
家
に
流
出
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

塩
田
家
文
書
中
の
多
賀
社
蔵
書
に
は
天
保
の
校
割
帳
改
以
降

の
書
籍
も
あ
り
、
目
録
２
収
載
書
目
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
詳
し
く
は
稿
を
改
め
た
い
。

（

）
阿
部
隆
一
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
解
題
（
井

上
書
店
、
一
九
六
四
年
）
、
弥
吉
光
良
「
図
書
目
録
に
お
け
る

分
類
思
想
の
発
展
」
（
『
弥
吉
光
良
著
作
集

第
二
巻
』
、
一
九

八
二
年
）
岡
村
前
掲
註
（

）
論
文
、
同
『
江
戸
の
蔵
書
家
た

ち
』（
講
談
社
、
一
九
九
六
年
）
等
。
特
に
岡
村
一
九
九
六
年
、

仏
典
の
序
列
へ
の
注
視
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（

）
目
録
１
：

、
目
録
２
：

。

（

）
註
（

）
参
照
。

（

）
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録

。

（

）
な
お
、
天
保
の
代
替
わ
り
時
の
校
割
帳
改
も
天
保
三
年
に
着

手
し
た
が
完
了
は
天
保
五
年
で
（
塩
田
家
文
書
和
漢

）
、
九

〇
日
で
出
来
る
作
業
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（

）

「
多
賀
社
文
庫
本
貸
出
並
借
用
証
書
」
三
丁
目
裏
、
安

政
五
年
、
山
口
寺
社
方
近
野
虎
之
進
へ
の
貸
出
と
し
て
「
御
文

庫
書
目

弐
」
と
あ
る
。
標
題
・
冊
数
と
も
一
致
し
て
お
り
、

ど
の
段
階
か
は
不
明
だ
が
、
目
録
２
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

（

）
「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
録
」
。

（

）『
防
長
風
土
注
進
案
』
一
三
（
山
口
県
文
書
館
、
一
九
六
一
年
）
。

（

）

「
交
割
帳
御
改
願
出
控

社
職
代
替
ニ
付
」
。

（

）
多
賀
社
文
庫
内
に
は
註
（

）
、
塩
田
家
文
書
和
漢

の
印

と
同
じ
形
式
の
「
文
化
八
年
校
割
帳
御
改
四
百
八
十
一
部
／
惣

数
千
百
八
十
九
部
之
内
」
等
の
捺
印
が
散
見
さ
れ
る
。
押
捺
時

期
も
含
め
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（

）

「
多
賀
社
司
高
橋
有
文
書
籍
寄
進
状
」
。

（

）

「
見
聞
雑
記
」
。

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

五
七



＊ アミガケは目録２にないものを示す。

＊

項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

神道諸伝集　軸物 写 日本書紀 板

旧事本紀 板 続日本紀 板

読旧事記説 写 日本後紀 板

旧事本紀撮要　大成経 写 続日本後紀 板

古事記 板 文徳実録 板

草庵集類題 板 三代実録 板

古語拾遺 写 日本書紀通証 板

古語拾遺 写

神道名目類聚鈔 板

神明憑談 板 神代巻　山崎点 板

仰徳大明神社再建記 写

日本学則 写

畑村御嫡ノ森之伝 写 神代巻　下御霊板 板

防長両国古実 写 神代巻口決　忌部 板

延喜式 板 神代巻鈔　山崎先生考訂 写

延喜式太祓詁訓 写 神代巻常盤草　松岡先生 写

延喜式但祝詞巻神名帳 板 神代巻口説　上　木金氏 写

延喜式 板 神代巻聆書　玄斎先生 写

神名帳頭書 写 神代巻口授　松岡先生 写

令義解 板 神代巻延享聞書 写

法曹至要鈔 板 神代巻白銅鏡章 写

禁秘鈔 板 神代巻白蘞伝 写

公事根源集釈 板

漢事始 板

職源鈔 板 神代巻合解 板

職源支流 板 神代巻藻塩草　神武巻共 板

職源童幼鈔 写 日本書紀私記 写

官職秘鈔 板 神代巻神武巻日蔭草 写

類聚和名鈔 板 神武巻葵草乾坤 写

本朝神社考 板 神武巻之鈔 写

諸社一覧 板 玉籤集目録共 写

神社便覧 写 神代巻最極奥秘 写

一宮記 写

出雲大社起事 板

厳嶋路芝記撮要 写 元元集 板

稲荷社記 写 玉籤集目録 写

諸社神体略記　成重述 写 弁財天略縁起 写

＊「項」は項目名、「No.」はその中での排列を示す。

＊「書籍名」は常用漢字に改める以外は目録上の表記に従った。

＊「板写」「巻冊」は目録上の表記から類推できる範囲で記入した。

神代巻　白川家学碩点幷頭
書

写

項目の排列は、１：和史其外／２：神代神武巻註釈類其外／３：祓類其外／４：儒書其外／
５：歌書其外／６：連歌書其外／７：天文書其外／８：字書類其外／９：詩文類其外／10：
養生書／11：軍書類其外／12：卜書／13：謡本／14：雑部其外。

神代巻上講義　環翠軒宗尤 写

文字の道しるべ　旅の土産 写

表１．「多賀大社御書物目録」（多賀社文庫0001）収載書目一覧

日本魂　蓼倉先生撰附録学
則問答

写

項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

神風恵草 写 出雲国杵築天日隅宮考 写

榊伝 写 伊勢斎宮内親王行事記 写

祈祷弁口授 写 大倭豊秋津嶋卜定記 写

太鼓口決 写

神楽秘文抄 写

よさしふみ 写 播州明石人丸社女房奉書 写

かみこの路 写

松岡先生延享二年夜話 写

疑説答問 写 山城国愛宕郡吉田社一覧 写

足土根記 写 都名所車 板

神道愚案抄　成重述 写 雍州府志 板

神道六箇条　成重述 写 駅路鈴図 写

甲子祭儀　橘家 写 殷馭盧嶋筆記 写

猿田彦大神伝 写 和論語抜書 写

庚申伝　口授 写 京羽二重 板

庚申伝 写 本朝皇胤紹運録 板

庚申祭儀　橘家 板 本朝皇胤続紹運録 板

幸神秘決 板 神皇正統記 板

太宰府天満宮古実 写 続神皇正統記 板

御鎮座次第記　下巻奇物 写 無窮記 写

御鎮座本記 写 諸神系図 板

御鎮座伝記 写 日本歴史略評註 板

倭姫命世記 写 神道正統弁 写

宝基本記 写 本朝神祇道社家系図 写

神山二葉草 板 神家要文抜書 写

神道野中清水 板 雲上明鑑 板

神路事触 板 神学系伝 写

本朝麓近道 板 垂加翁弟子記 写

神国女訓抄 写 松岡先生伝 写

湯立神楽唱 写 日本諸家人物志 板

神家必用大概 写 藩翰譜抜書　毛利三家侯 写

竜雷伝 写 御代初鈔　御即位大嘗会 写

土金伝 写

土金伝訓 写

或問土金伝 写 天神七代 写

神道土金伝或問 写 地神五代 写

諸社銘文 写 日本国中小神社鎮座 写

天口事書 写

古老口実伝 写

神道日本魂 写 神宮続秘伝問答 写

大内殿掟別札類 写 神皇実録 写

中臣祓集説 板 神祇拾遺 写

中臣祓旧証 板 神懐秘抄 写

中臣祓塩土伝 板

中臣祓風水鈔 写
十二辰位伝　松岡先生著述 写

高角明石両社エ御奉納和歌
共ニ

写

天神七代地神五代神武略系 板

十二支和訓　但天真坤元霊
符伝之内

写

石州高角人丸神社宣命位記 写

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

五
八



＊ アミガケは目録２にないものを示す。

＊

項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

神道諸伝集　軸物 写 日本書紀 板

旧事本紀 板 続日本紀 板

読旧事記説 写 日本後紀 板

旧事本紀撮要　大成経 写 続日本後紀 板

古事記 板 文徳実録 板

草庵集類題 板 三代実録 板

古語拾遺 写 日本書紀通証 板

古語拾遺 写

神道名目類聚鈔 板

神明憑談 板 神代巻　山崎点 板

仰徳大明神社再建記 写

日本学則 写

畑村御嫡ノ森之伝 写 神代巻　下御霊板 板

防長両国古実 写 神代巻口決　忌部 板

延喜式 板 神代巻鈔　山崎先生考訂 写

延喜式太祓詁訓 写 神代巻常盤草　松岡先生 写

延喜式但祝詞巻神名帳 板 神代巻口説　上　木金氏 写

延喜式 板 神代巻聆書　玄斎先生 写

神名帳頭書 写 神代巻口授　松岡先生 写

令義解 板 神代巻延享聞書 写

法曹至要鈔 板 神代巻白銅鏡章 写

禁秘鈔 板 神代巻白蘞伝 写

公事根源集釈 板

漢事始 板

職源鈔 板 神代巻合解 板

職源支流 板 神代巻藻塩草　神武巻共 板

職源童幼鈔 写 日本書紀私記 写

官職秘鈔 板 神代巻神武巻日蔭草 写

類聚和名鈔 板 神武巻葵草乾坤 写

本朝神社考 板 神武巻之鈔 写

諸社一覧 板 玉籤集目録共 写

神社便覧 写 神代巻最極奥秘 写

一宮記 写

出雲大社起事 板

厳嶋路芝記撮要 写 元元集 板

稲荷社記 写 玉籤集目録 写

諸社神体略記　成重述 写 弁財天略縁起 写

＊「項」は項目名、「No.」はその中での排列を示す。

＊「書籍名」は常用漢字に改める以外は目録上の表記に従った。

＊「板写」「巻冊」は目録上の表記から類推できる範囲で記入した。

神代巻　白川家学碩点幷頭
書

写

項目の排列は、１：和史其外／２：神代神武巻註釈類其外／３：祓類其外／４：儒書其外／
５：歌書其外／６：連歌書其外／７：天文書其外／８：字書類其外／９：詩文類其外／10：
養生書／11：軍書類其外／12：卜書／13：謡本／14：雑部其外。

神代巻上講義　環翠軒宗尤 写

文字の道しるべ　旅の土産 写

表１．「多賀大社御書物目録」（多賀社文庫0001）収載書目一覧

日本魂　蓼倉先生撰附録学
則問答

写

項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

神風恵草 写 出雲国杵築天日隅宮考 写

榊伝 写 伊勢斎宮内親王行事記 写

祈祷弁口授 写 大倭豊秋津嶋卜定記 写

太鼓口決 写

神楽秘文抄 写

よさしふみ 写 播州明石人丸社女房奉書 写

かみこの路 写

松岡先生延享二年夜話 写

疑説答問 写 山城国愛宕郡吉田社一覧 写

足土根記 写 都名所車 板

神道愚案抄　成重述 写 雍州府志 板

神道六箇条　成重述 写 駅路鈴図 写

甲子祭儀　橘家 写 殷馭盧嶋筆記 写

猿田彦大神伝 写 和論語抜書 写

庚申伝　口授 写 京羽二重 板

庚申伝 写 本朝皇胤紹運録 板

庚申祭儀　橘家 板 本朝皇胤続紹運録 板

幸神秘決 板 神皇正統記 板

太宰府天満宮古実 写 続神皇正統記 板

御鎮座次第記　下巻奇物 写 無窮記 写

御鎮座本記 写 諸神系図 板

御鎮座伝記 写 日本歴史略評註 板

倭姫命世記 写 神道正統弁 写

宝基本記 写 本朝神祇道社家系図 写

神山二葉草 板 神家要文抜書 写

神道野中清水 板 雲上明鑑 板

神路事触 板 神学系伝 写

本朝麓近道 板 垂加翁弟子記 写

神国女訓抄 写 松岡先生伝 写

湯立神楽唱 写 日本諸家人物志 板

神家必用大概 写 藩翰譜抜書　毛利三家侯 写

竜雷伝 写 御代初鈔　御即位大嘗会 写

土金伝 写

土金伝訓 写

或問土金伝 写 天神七代 写

神道土金伝或問 写 地神五代 写

諸社銘文 写 日本国中小神社鎮座 写

天口事書 写

古老口実伝 写

神道日本魂 写 神宮続秘伝問答 写

大内殿掟別札類 写 神皇実録 写

中臣祓集説 板 神祇拾遺 写

中臣祓旧証 板 神懐秘抄 写

中臣祓塩土伝 板

中臣祓風水鈔 写
十二辰位伝　松岡先生著述 写

高角明石両社エ御奉納和歌
共ニ

写

天神七代地神五代神武略系 板

十二支和訓　但天真坤元霊
符伝之内

写

石州高角人丸神社宣命位記 写

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）

五
九



項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

日所作五行大事 写 中臣祓晴明抄 写

忌部八箇祝詞 写 中臣祓白雲抄 写

御啓白文伝記 写 中臣祓諸葉草 写

神部雑記抜書 写 中臣祓成重鈔 写

神拝次第　附り祓祝文 写 中臣祓内聞 写

竜田風神祭祝詞 写 中臣祓講述鈔 写

護身神法口決 写 伊勢中臣祓聞書 写

駅のしをり 写 橘家中臣祓 写

十八神道元気円満鈔 写 中臣祓愚案書 写

広田南宮剣珠祝詞 写 中臣祓正義直授鈔 写

厄歳之事　和漢三才図会 写

中臣祓三箇大事八箇伝 写

宗源神道 写

八箇祝詞 写

三元神道三妙加持経鈔 写 中臣祓鈔　兼倶卿 写

唯一神道妙法要集 板 中臣祓石好講義 写

中臣祓秘説抄 写

中臣祓講義録 写

吉田家奥秘切紙 写 中臣祓秘伝抄 写

吉田御灯文写 写 中臣祓直授鈔 写

神道大意 写 中臣祓口決 写

神道大意大意義解 写 祓八箇事 写

神道大意抄 写 靖献遺言講義 写

神道大意　守中翁撰 写 歌枕秋祢覚 板

孝経　再刻 板 六根清浄大祓弁略 写

中臣祓白雲抄講談聞書 写 六根清浄大祓御弁書 写

十数伝 板 六根清浄大祓弁書 写

十数伝講書　光海翁再述 写 六根清浄大祓俗解 写

神道服忌令　吉田家 写 六根清浄大祓永弘鈔 写

服忌令　武家 写 六根清浄大祓成重鈔 写

六根清浄大祓集説 板

六根清浄大祓浅説 板

神宮先考祭記 写 六根清浄大祓私鈔 写

橘家神軍伝聞書 写 六根清浄大祓講義 写

橘家神軍伝 写 六根清浄大祓偽義 写

橘家玉方陣 写 六根清浄大祓偽書考 写

塩竃大明神之伝 写 光源氏物語全部之歌 写

十種神宝極秘伝 写 三種大祓秘決 写

金毘羅大権現之事 写 神道明弁 写

大内正統系譜 写 三種大祓伝 写

神世七代図記 写

十種極伝　維淵志 写

十種神宝図 写 三種大祓奥秘　軸物也 写

唯一神道護摩次第　外ニ神
壇之図添

写

神道葬祭略次第　吉田家伝
来

写

三種大祓社参次第聞書　吉
川家

写

忌部秘句八箇〔祝詞〕道分
草

写

中臣祓管窺　風水草　上巻 写

唯一神道玅法要集幷制戒
系譜

写

防長諸寺社御祈願幷御祈祷
料

写

項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

厚顔鈔撮要　神代六首 写 持授鈔 写

和歌極秘伝 写 自従抄 写

百人一首改観鈔 写 宝鏡図 写

十種神宝図形 写

垂加文集 板

古今和歌集 板 垂加全集 板

万葉千歌 写 倭小学 板

三十六歌仙金玉鈔 板 元亨釈書王臣伝論 板

単騎要略 板

古今著聞集 板

新古今和歌集 板 和事始 板

真名伊勢物語 板 増補和漢名数 板

和歌題林愚鈔 板 群書一覧 板

増補和歌題林鈔 板 俗説贅弁 板

付合小鏡 板 保建大記打聞 板

袖珍名所歌枕 板 南嶺子 板

南嶺遺稿 板

秋斎閑語 板

名所方角鈔 板

和漢朗詠集 板

古今和歌集三鳥三木伝 写 斥非 写

連歌至宝抄 写 梅窓筆記 板

取集連歌 写 狐加持之次第 写

無言抄 板 国語 板

連歌世々指南 板 春秋左氏伝　杜氏集解 板

連歌至要抄 写 文選旁訓大全 板

西山宗因夢想連歌 写 詩経 板

化野千句 写 書経 板

礼記 板

易経 板

春秋 板

昌琢連歌　付り花下家系 写 古文真宝 板

心前連歌　千句 写 小学　内外 板

名所小鑑 板 大和小学 板

大附合 板 論語集解国字弁 板

西国記 写 六経略説 板

荘柄千句　鎌倉 写 円機活法　反韻 板

七百韻　江戸 写 大学 板

連歌聞書 写 論語 板

草庵和歌集類題連歌 写 孟子 板

連歌両夜記 板 中庸 板

昌桂三回忌追悼連歌百韻 写 聖学問答 板

兼載連歌集 写 為学初問 板

発句帳 板 聖学自在 板

梵灯廟主袖 写 八雲神詠秘訣 写

芸州厳島社御奉納連歌　文
禄三年両吟千句二ツ物集

写

三ノ宮今八幡御連歌　慶安
年中

板

大原千句　追加幷宗長述懐 写

二十一代和歌集撰者録　軸
物也

写

諸家知譜拙記　貞享板土橋
氏

板

近
世
多
賀
社
文
庫
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目
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項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

日所作五行大事 写 中臣祓晴明抄 写

忌部八箇祝詞 写 中臣祓白雲抄 写

御啓白文伝記 写 中臣祓諸葉草 写

神部雑記抜書 写 中臣祓成重鈔 写

神拝次第　附り祓祝文 写 中臣祓内聞 写

竜田風神祭祝詞 写 中臣祓講述鈔 写

護身神法口決 写 伊勢中臣祓聞書 写

駅のしをり 写 橘家中臣祓 写

十八神道元気円満鈔 写 中臣祓愚案書 写

広田南宮剣珠祝詞 写 中臣祓正義直授鈔 写

厄歳之事　和漢三才図会 写

中臣祓三箇大事八箇伝 写

宗源神道 写

八箇祝詞 写

三元神道三妙加持経鈔 写 中臣祓鈔　兼倶卿 写

唯一神道妙法要集 板 中臣祓石好講義 写

中臣祓秘説抄 写

中臣祓講義録 写

吉田家奥秘切紙 写 中臣祓秘伝抄 写

吉田御灯文写 写 中臣祓直授鈔 写

神道大意 写 中臣祓口決 写

神道大意大意義解 写 祓八箇事 写

神道大意抄 写 靖献遺言講義 写

神道大意　守中翁撰 写 歌枕秋祢覚 板

孝経　再刻 板 六根清浄大祓弁略 写

中臣祓白雲抄講談聞書 写 六根清浄大祓御弁書 写

十数伝 板 六根清浄大祓弁書 写

十数伝講書　光海翁再述 写 六根清浄大祓俗解 写

神道服忌令　吉田家 写 六根清浄大祓永弘鈔 写

服忌令　武家 写 六根清浄大祓成重鈔 写

六根清浄大祓集説 板

六根清浄大祓浅説 板

神宮先考祭記 写 六根清浄大祓私鈔 写

橘家神軍伝聞書 写 六根清浄大祓講義 写

橘家神軍伝 写 六根清浄大祓偽義 写

橘家玉方陣 写 六根清浄大祓偽書考 写

塩竃大明神之伝 写 光源氏物語全部之歌 写

十種神宝極秘伝 写 三種大祓秘決 写

金毘羅大権現之事 写 神道明弁 写

大内正統系譜 写 三種大祓伝 写

神世七代図記 写

十種極伝　維淵志 写

十種神宝図 写 三種大祓奥秘　軸物也 写

唯一神道護摩次第　外ニ神
壇之図添

写

神道葬祭略次第　吉田家伝
来

写

三種大祓社参次第聞書　吉
川家

写

忌部秘句八箇〔祝詞〕道分
草

写

中臣祓管窺　風水草　上巻 写

唯一神道玅法要集幷制戒
系譜

写

防長諸寺社御祈願幷御祈祷
料

写

項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

厚顔鈔撮要　神代六首 写 持授鈔 写

和歌極秘伝 写 自従抄 写

百人一首改観鈔 写 宝鏡図 写

十種神宝図形 写

垂加文集 板

古今和歌集 板 垂加全集 板

万葉千歌 写 倭小学 板

三十六歌仙金玉鈔 板 元亨釈書王臣伝論 板

単騎要略 板

古今著聞集 板

新古今和歌集 板 和事始 板

真名伊勢物語 板 増補和漢名数 板

和歌題林愚鈔 板 群書一覧 板

増補和歌題林鈔 板 俗説贅弁 板

付合小鏡 板 保建大記打聞 板

袖珍名所歌枕 板 南嶺子 板

南嶺遺稿 板

秋斎閑語 板

名所方角鈔 板

和漢朗詠集 板

古今和歌集三鳥三木伝 写 斥非 写

連歌至宝抄 写 梅窓筆記 板

取集連歌 写 狐加持之次第 写

無言抄 板 国語 板

連歌世々指南 板 春秋左氏伝　杜氏集解 板

連歌至要抄 写 文選旁訓大全 板

西山宗因夢想連歌 写 詩経 板

化野千句 写 書経 板

礼記 板

易経 板

春秋 板

昌琢連歌　付り花下家系 写 古文真宝 板

心前連歌　千句 写 小学　内外 板

名所小鑑 板 大和小学 板

大附合 板 論語集解国字弁 板

西国記 写 六経略説 板

荘柄千句　鎌倉 写 円機活法　反韻 板

七百韻　江戸 写 大学 板

連歌聞書 写 論語 板

草庵和歌集類題連歌 写 孟子 板

連歌両夜記 板 中庸 板

昌桂三回忌追悼連歌百韻 写 聖学問答 板

兼載連歌集 写 為学初問 板

発句帳 板 聖学自在 板

梵灯廟主袖 写 八雲神詠秘訣 写

芸州厳島社御奉納連歌　文
禄三年両吟千句二ツ物集

写

三ノ宮今八幡御連歌　慶安
年中

板

大原千句　追加幷宗長述懐 写

二十一代和歌集撰者録　軸
物也

写

諸家知譜拙記　貞享板土橋
氏

板

近
世
多
賀
社
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項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

後太平記 板 古代連歌百韻 写

残太平記 板 産衣 板

西国太平記 板 連歌初教集 写

中国太平記 板 春夢草 写

陰徳太平記 板 古連歌　抜書 写

毛利記 板 賢舜連歌寄合集 写

温古私記 写 天経或問 板

築山屋形盛衰記 写 天経大略天学名目鈔 板

吉田物記 写 天文初学抄指南 板

周防長侯略系 写 天文成象図　軸物也 板

大内義隆記 写 天文日本分野図　軸物也 板

信州川中島合戦評判 写

吉田物語　大内家之伝 写

増補四聲字林 板

四聲便蒙 写

大内殿御家中名附 写 合類大節用 板

大内殿由来記 写 節用集大全 板

大内殿系図 写 早引節用集 板

大内家類聚系譜 写 てにをは細鏡 板

諸軍書序跋集書 写 床浦大明神之考 写

為人鈔 板 文則 板

享保二年赤間関唐船追払 写 四大家文集 板

大内家覚書 写 文家必用 板

易学小筌 写 学語篇 板

当物伝 写 三体詩 板

通変亀鑑 写 唐詩選 板

小謡集 写 杜律集解　七言 板

山口十境諷 写 杜律集解　五言 板

徒然草鉄槌 板 詩語砕錦 板

新智恵海 板 開元天宝遺事 板

我つゑ 板 角常　世ニ万歳楽 写

前訓 板 三五韻 板

風流色道訓 板 新選対類 板

韻字題 写 増修三重韻索音竝仮名遣 板

当用往来 板 明詩礎 板

諸国翁墳記 板 詩韻選　半物　下巻 板

鄙都言種 板 詩学道標 板

陰徳文 板 詩材抜錦　折本 板

やしない艸 板 当用躾方百の枝折 写

やしない艸次篇 板 周防山口十境詩　趙可庸 写

身体はしら立 板 養神延命録 板

独歩行 板 養生訓 板

提挑灯 板 日用食性便覧　寄物 板

当世垣のそき 板 大同類聚方 板

有へかゝり 板 前々太平記 板

大内様御家根本記　言延撰 写

唯一神道蟇目鳴弦次第口授
図

写

項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

吉川内蔵之助分限帳 写 金もふかる伝 板

無給通根元記 写 書集草　神事　雑事 写

時習解 写

雷楔伝 写

大日本未来記 写

徂徠先生学則 写

明和二年改寺社分限帳 写 鎮宅霊符縁起集説抜書 写

輝元様御直筆御連歌写 写 野馬台詩　序起詩注解 写

三翁録抜書 写

草薙剣号考春日四座神 写

大宮内院中院外院神其外 写

暦　折本筥入 板

雑事書集 写

懐中年代記　小本 板

和漢書画一覧　折本 板

萩古実物語 写 雲上要覧　折本 板

古実覚　毛利御家 写 女四書 写

尼子殿家頼分限帳 写 日光山名跡誌 板

本朝画家系譜幷印図 板

新撰和漢書画一覧 板

大内記 写

大内陶両家之暦代略世譜 写

七いろは幷国尽 写 待宵物語 写

雪舟伝 写

商売往来 板

近江国犬神郡多賀大社伝 写

諸国多賀神社諸記 写

淡路国津名郡多賀大社伝 写

周防山口多賀大社由来 写 御当家御譜代帳 写

芸州分限古帳 写

御家之事覚書 写

古代ノ分限帳 写

無給帳　分限帳ナリ 写

山王社之伝 写

人丸社諸国御鎮座本紀 写

周防山口多賀大社勧請幷諸
説　周防山口相殿末社之神
名公儀付出写

写

慶長拾七年内藤左衛門尉組
帳写幷元和三年内藤左衛門
尉組帳写

写

弁財天之御事覚書附リ七福
神ノ事

写
輝元様御上洛日入記　上巻
一冊

板

和漢三才図会抜書　周防長
門

写
大内殿名有衆今八幡記ニ有
之名付

諸国藻塩草抜書　防長両国
ノ分

写

和漢暦代記録幷通俗軍志
折本

板
慶長四年　芸州厳島社御奉
納毛利一万句三ツ物

写
日本地名便覧　附分国年月
折本

板
防長両国式内神社附幷同寺
社数附立門古城之附出

写

文禄三年　芸州厳島社御奉
納毛利一万句三ツ物

写

芸州元就公弘元公御廟ノ図 写

朝鮮信使行次座目幷書翰反
翰

写

明和七改分限帳　長府様ゟ
惣御寄組衆中方迄

写

柏手口決幣帛調様大事幷三
種祓十二支配当之伝　軸物
也

写

寺社知行附幷寺社敷御除石
高帳

写

稲荷大明神諸国御鎮座本記 写

慶長十八年八月十五日八幡
宮御法楽御連歌写

写

写

元就様芸州厳島御合戦一件
前後之記・吉田物語抜書

写

天正廿年　芸州厳島社御奉
納毛利一万句三ツ物

写

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
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に
つ
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）

六
二



項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

後太平記 板 古代連歌百韻 写

残太平記 板 産衣 板

西国太平記 板 連歌初教集 写

中国太平記 板 春夢草 写

陰徳太平記 板 古連歌　抜書 写

毛利記 板 賢舜連歌寄合集 写

温古私記 写 天経或問 板

築山屋形盛衰記 写 天経大略天学名目鈔 板

吉田物記 写 天文初学抄指南 板

周防長侯略系 写 天文成象図　軸物也 板

大内義隆記 写 天文日本分野図　軸物也 板

信州川中島合戦評判 写

吉田物語　大内家之伝 写

増補四聲字林 板

四聲便蒙 写

大内殿御家中名附 写 合類大節用 板

大内殿由来記 写 節用集大全 板

大内殿系図 写 早引節用集 板

大内家類聚系譜 写 てにをは細鏡 板

諸軍書序跋集書 写 床浦大明神之考 写

為人鈔 板 文則 板

享保二年赤間関唐船追払 写 四大家文集 板

大内家覚書 写 文家必用 板

易学小筌 写 学語篇 板

当物伝 写 三体詩 板

通変亀鑑 写 唐詩選 板

小謡集 写 杜律集解　七言 板

山口十境諷 写 杜律集解　五言 板

徒然草鉄槌 板 詩語砕錦 板

新智恵海 板 開元天宝遺事 板

我つゑ 板 角常　世ニ万歳楽 写

前訓 板 三五韻 板

風流色道訓 板 新選対類 板

韻字題 写 増修三重韻索音竝仮名遣 板

当用往来 板 明詩礎 板

諸国翁墳記 板 詩韻選　半物　下巻 板

鄙都言種 板 詩学道標 板

陰徳文 板 詩材抜錦　折本 板

やしない艸 板 当用躾方百の枝折 写

やしない艸次篇 板 周防山口十境詩　趙可庸 写

身体はしら立 板 養神延命録 板

独歩行 板 養生訓 板

提挑灯 板 日用食性便覧　寄物 板

当世垣のそき 板 大同類聚方 板

有へかゝり 板 前々太平記 板

大内様御家根本記　言延撰 写

唯一神道蟇目鳴弦次第口授
図

写

項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

吉川内蔵之助分限帳 写 金もふかる伝 板

無給通根元記 写 書集草　神事　雑事 写

時習解 写

雷楔伝 写

大日本未来記 写

徂徠先生学則 写

明和二年改寺社分限帳 写 鎮宅霊符縁起集説抜書 写

輝元様御直筆御連歌写 写 野馬台詩　序起詩注解 写

三翁録抜書 写

草薙剣号考春日四座神 写

大宮内院中院外院神其外 写

暦　折本筥入 板

雑事書集 写

懐中年代記　小本 板

和漢書画一覧　折本 板

萩古実物語 写 雲上要覧　折本 板

古実覚　毛利御家 写 女四書 写

尼子殿家頼分限帳 写 日光山名跡誌 板

本朝画家系譜幷印図 板

新撰和漢書画一覧 板

大内記 写

大内陶両家之暦代略世譜 写

七いろは幷国尽 写 待宵物語 写

雪舟伝 写

商売往来 板

近江国犬神郡多賀大社伝 写

諸国多賀神社諸記 写

淡路国津名郡多賀大社伝 写

周防山口多賀大社由来 写 御当家御譜代帳 写

芸州分限古帳 写

御家之事覚書 写

古代ノ分限帳 写

無給帳　分限帳ナリ 写

山王社之伝 写

人丸社諸国御鎮座本紀 写

周防山口多賀大社勧請幷諸
説　周防山口相殿末社之神
名公儀付出写

写

慶長拾七年内藤左衛門尉組
帳写幷元和三年内藤左衛門
尉組帳写

写

弁財天之御事覚書附リ七福
神ノ事

写
輝元様御上洛日入記　上巻
一冊

板

和漢三才図会抜書　周防長
門

写
大内殿名有衆今八幡記ニ有
之名付

諸国藻塩草抜書　防長両国
ノ分

写

和漢暦代記録幷通俗軍志
折本

板
慶長四年　芸州厳島社御奉
納毛利一万句三ツ物

写
日本地名便覧　附分国年月
折本

板
防長両国式内神社附幷同寺
社数附立門古城之附出

写

文禄三年　芸州厳島社御奉
納毛利一万句三ツ物

写

芸州元就公弘元公御廟ノ図 写

朝鮮信使行次座目幷書翰反
翰

写

明和七改分限帳　長府様ゟ
惣御寄組衆中方迄

写

柏手口決幣帛調様大事幷三
種祓十二支配当之伝　軸物
也

写

寺社知行附幷寺社敷御除石
高帳

写

稲荷大明神諸国御鎮座本記 写

慶長十八年八月十五日八幡
宮御法楽御連歌写

写

写

元就様芸州厳島御合戦一件
前後之記・吉田物語抜書

写

天正廿年　芸州厳島社御奉
納毛利一万句三ツ物

写

近
世
多
賀
社
文
庫
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六
三



項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

外 御当職其外御役人帳 写

外 唯一神道服忌令問答秘書 写

外 祭祀祝文集　折本

外 連歌　納屋春続自筆

小笠原流躾方目録 写

防長ノ名所付リ和歌 写

大内義隆公画像　御束帯 写

項 朱

大寧寺十四世珠門和尚書翰 写

外
連歌　納屋春続独吟元和二年厳島社
奉納

山口霊場八十八ヶ所同所三十三番観
音付立

写

小笠原流躾方目録 写

慶長十八年八月十五日八幡宮御法楽
御連歌写

写

周防山口多賀大社由来 写
※02-035畑村御嫡ノ森伝等と合綴

（近代ヵ）

写

写

外
小倉山荘色紙　尊円親王石
橋 山口霊場八十八ヶ所同所三

十三番観音付立

外
陶道麒御会屋形義隆公御発
句其外

大内義長公御画像讃写　袋
入

写

多賀大社祭神伊弉諾尊惣伝
集記

写

外
連歌　納屋春続独吟元和二
年厳島社奉納

当国三十三番霊場参詣手引
案内

写

写

古今御役人付　但寄組已上 写

大寧寺十四世珠門和尚書翰 写

写

板

写

写

写

写

板写

写

写

写

写

写

写

写

表３．目録１に収載されていて目録２に収載されていない書目
現目録※現状

写人丸社諸国御鎮座本紀

諸国多賀神社諸記

弁財天之御事覚書附リ七福神ノ事

本朝神祇道社家系図

書籍名

和漢三才図会抜書　周防長門

明和二年改寺社分限帳

古代ノ分限帳

雪舟伝

懐中年代記　小本

雑事書集

諸軍書序跋集書

古連歌　抜書

昌琢連歌　付り花下家系

化野千句

取集連歌

大内正統系譜

厄歳之事　和漢三才図会

諸社銘文

湯立神楽唱

写

写

写

＊

書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

公儀服忌令 写 日本書紀 板

神部雑記抜書 写 続日本紀 板

十種神宝秘伝 写 日本後紀 板

十種神宝極伝 写 続日本後紀 板

十種神宝図 写 文徳実録 板

十種神宝図形 写 三代実録 板

自従抄 写 旧事本紀 板

持授抄 写 古事記 板

宝鏡図 写 旧事本紀撮要 板

十数伝 写 御鎮座次第記 写

十数講書　光海翁再述 写 御鎮座本記 写

十二辰位伝　松岡先生 写 御鎮座伝記 写

十二支和訓 写 倭姫命世記 写

庚申伝 写 宝基本記 写

庚申伝口授 写 天口事書 写

庚申伝祭儀　橘家 写 古老口実伝 写

幸神秘訣 板 神宮続秘伝問答 写

猿田彦大神伝 写 神皇実録 写

神懐秘抄 写 対馬国卜部亀卜之次第 写

神楽秘文抄 写 磤馭慮島筆記 写

太鼓口決 写 磤馭慮島日記 板

榊伝 写

足土根記 写

弁道書 板 神明憑談 板

弁々道書 板 読旧事記説 写

神道明弁 写 神道天瓊矛記 板

神道独語 写 古語拾遺 板

神国決疑編 板 古語拾遺 写

よさしふみ 写 日本書紀私記 写

神路事触 板 日本書紀纂疏 板

張先生夜話 写 日本書紀通証 板

本朝麓近道 板 元元集 板

神道名目類聚鈔 板 延喜式大祓詁訓 写

神風恵草 写 神祇拾遺 写

陽復記 板 唯一神道妙法要集 板

神道奥義 写

日本魂　附録学則問答 写

日本学則 板 宗源神道 写

鎮宅霊符縁起 板 神道大意 写

神山二葉草 板 神道大意義解 写

神道野中清水 板 神道大意抄 写

神国女訓抄　絵入 板 神道大意抄　守中翁撰 写

土金伝 写 三元神道三妙加持経鈔 写

土金伝訓 写 神宮先考祭記 写

或問土金伝 写 神道喪祭私記 板

神道土金伝或問 写

竜雷伝 写

かみこの路 写 神道服忌令　吉田家 写

松岡先生延享二年夜話 写

神道愚按抄　成重述 写

神道六箇条　成重述 写

項目の排列は、１：国史類／２‐１：神書類／２‐２：神書類神社部／３：有職類幷雑／４：氏族類幷花押類幷
雑／５：字書類／６：紀行類／７：歌書類幷雑／８：連歌部／９：天文部／10：地理部幷雑／11：随筆幷雑書／
12‐１：軍書類／12‐２：軍書類軍術部／13：医書／14：記録類／15：儒書幷詩文幷雑

表２．「山口多賀大神宮御文庫書目　乾坤」（多賀社文庫0002-1、2）
収載書目一覧

項 項

唯一神道妙法要集幷制戒
系譜

写

旧事本紀解序　徂徠集之
内抜書附奠故

写

＊「目録１」欄では目録１における排列を「項‐No.」で表記し、目録１にないものは「－」とした。

＊「朱」欄では目録１において文化14年「引合」時の朱引のあるものに「＋」を付した。

＊「目録１」欄の「項‐No.」について、同一書籍とみられるが字句に異同のあるものは斜字体で示した。

唯一神道服忌令問答秘書
卜部兼右卿西国下向之節

外2

神道葬祭略次第　吉田家 写

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）
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四



項 書籍名 板写 巻冊 項 書籍名 板写 巻冊

外 御当職其外御役人帳 写

外 唯一神道服忌令問答秘書 写

外 祭祀祝文集　折本

外 連歌　納屋春続自筆

小笠原流躾方目録 写

防長ノ名所付リ和歌 写

大内義隆公画像　御束帯 写

項 朱

大寧寺十四世珠門和尚書翰 写

外
連歌　納屋春続独吟元和二年厳島社
奉納

山口霊場八十八ヶ所同所三十三番観
音付立

写

小笠原流躾方目録 写

慶長十八年八月十五日八幡宮御法楽
御連歌写

写

周防山口多賀大社由来 写
※02-035畑村御嫡ノ森伝等と合綴

（近代ヵ）

写

写

外
小倉山荘色紙　尊円親王石
橋 山口霊場八十八ヶ所同所三

十三番観音付立

外
陶道麒御会屋形義隆公御発
句其外

大内義長公御画像讃写　袋
入

写

多賀大社祭神伊弉諾尊惣伝
集記

写

外
連歌　納屋春続独吟元和二
年厳島社奉納

当国三十三番霊場参詣手引
案内

写

写

古今御役人付　但寄組已上 写

大寧寺十四世珠門和尚書翰 写

写

板

写

写

写

写

板写

写

写

写

写

写

写

写

表３．目録１に収載されていて目録２に収載されていない書目
現目録※現状

写人丸社諸国御鎮座本紀

諸国多賀神社諸記

弁財天之御事覚書附リ七福神ノ事

本朝神祇道社家系図

書籍名

和漢三才図会抜書　周防長門

明和二年改寺社分限帳

古代ノ分限帳

雪舟伝

懐中年代記　小本

雑事書集

諸軍書序跋集書

古連歌　抜書

昌琢連歌　付り花下家系

化野千句

取集連歌

大内正統系譜

厄歳之事　和漢三才図会

諸社銘文

湯立神楽唱

写

写

写

＊

書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

公儀服忌令 写 日本書紀 板

神部雑記抜書 写 続日本紀 板

十種神宝秘伝 写 日本後紀 板

十種神宝極伝 写 続日本後紀 板

十種神宝図 写 文徳実録 板

十種神宝図形 写 三代実録 板

自従抄 写 旧事本紀 板

持授抄 写 古事記 板

宝鏡図 写 旧事本紀撮要 板

十数伝 写 御鎮座次第記 写

十数講書　光海翁再述 写 御鎮座本記 写

十二辰位伝　松岡先生 写 御鎮座伝記 写

十二支和訓 写 倭姫命世記 写

庚申伝 写 宝基本記 写

庚申伝口授 写 天口事書 写

庚申伝祭儀　橘家 写 古老口実伝 写

幸神秘訣 板 神宮続秘伝問答 写

猿田彦大神伝 写 神皇実録 写

神懐秘抄 写 対馬国卜部亀卜之次第 写

神楽秘文抄 写 磤馭慮島筆記 写

太鼓口決 写 磤馭慮島日記 板

榊伝 写

足土根記 写

弁道書 板 神明憑談 板

弁々道書 板 読旧事記説 写

神道明弁 写 神道天瓊矛記 板

神道独語 写 古語拾遺 板

神国決疑編 板 古語拾遺 写

よさしふみ 写 日本書紀私記 写

神路事触 板 日本書紀纂疏 板

張先生夜話 写 日本書紀通証 板

本朝麓近道 板 元元集 板

神道名目類聚鈔 板 延喜式大祓詁訓 写

神風恵草 写 神祇拾遺 写

陽復記 板 唯一神道妙法要集 板

神道奥義 写

日本魂　附録学則問答 写

日本学則 板 宗源神道 写

鎮宅霊符縁起 板 神道大意 写

神山二葉草 板 神道大意義解 写

神道野中清水 板 神道大意抄 写

神国女訓抄　絵入 板 神道大意抄　守中翁撰 写

土金伝 写 三元神道三妙加持経鈔 写

土金伝訓 写 神宮先考祭記 写

或問土金伝 写 神道喪祭私記 板

神道土金伝或問 写

竜雷伝 写

かみこの路 写 神道服忌令　吉田家 写

松岡先生延享二年夜話 写

神道愚按抄　成重述 写

神道六箇条　成重述 写

項目の排列は、１：国史類／２‐１：神書類／２‐２：神書類神社部／３：有職類幷雑／４：氏族類幷花押類幷
雑／５：字書類／６：紀行類／７：歌書類幷雑／８：連歌部／９：天文部／10：地理部幷雑／11：随筆幷雑書／
12‐１：軍書類／12‐２：軍書類軍術部／13：医書／14：記録類／15：儒書幷詩文幷雑

表２．「山口多賀大神宮御文庫書目　乾坤」（多賀社文庫0002-1、2）
収載書目一覧

項 項

唯一神道妙法要集幷制戒
系譜

写

旧事本紀解序　徂徠集之
内抜書附奠故

写

＊「目録１」欄では目録１における排列を「項‐No.」で表記し、目録１にないものは「－」とした。

＊「朱」欄では目録１において文化14年「引合」時の朱引のあるものに「＋」を付した。

＊「目録１」欄の「項‐No.」について、同一書籍とみられるが字句に異同のあるものは斜字体で示した。

唯一神道服忌令問答秘書
卜部兼右卿西国下向之節

外2

神道葬祭略次第　吉田家 写
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書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

六根清浄大祓俗解 写 神学系伝 写

六根清浄大祓永弘抄 写

六根清浄大祓成重抄 写

六根清浄大祓浅説 板

六根清浄大祓私鈔 写 神代巻白蘞伝 板

六根清浄大祓講義 写 神代巻藻塩草 板

六根清浄大祓偽書考 写 神武巻藻〔塩〕草 板

三種大祓秘决 写

三種大祓奥秘 写

三種大祓伝 写 玉籤集　目録共ニ 写

神代巻最極奥秘 写

神代巻口決　忌部 板

忌部八箇祝詞 写 神代巻　山崎嘉点 板

忌部八箇祝詞道分草 写

広田南宮剣珠祝詞 写

竜田風神祭祝詞 写

甲子祭儀　橘家 写

祭祀祝文集 外3 神代巻合解 板

神家常用 写

大織冠御啓白文伝記 写

祈祷弁口授 写

狐加持之次第 写

神代巻口授　松岡先生 写

神代聄書　玄斎先生 写

吉田家奥秘切紙 写

吉田殿御証文写 写

護法神口授 写 神代巻白銅鏡章 写

十八神元気円満鈔 写 神代巻延享聞書 写

神拝次第　附祓祝文 写 神代巻葵草 写

諸祓幷祝詞 写 神代紀髻華山蔭 板

日所作五行大事 写 神武巻　下御霊板 板

橘家神軍伝 写 神武巻之鈔 写

橘家神軍伝聞書 写 中臣祓古義 板

橘家玉方陣 写 中臣祓塩土伝 板

橘家蟇目巻 写 中臣祓集説 板

橘家鳴弦巻 写 中臣祓旧証 写

中臣祓鈔　卜部兼倶卿 写

中臣祓打聞 写

延喜神名式 板 中臣祓口決 写

本朝神社考 板 中臣祓講録 写

神社考詳説 板 中臣祓風水抄 写

神社啓蒙 板 中臣祓晴明抄 写

神社便覧 写 中臣祓白雲抄 写

一宮記 写 中臣祓白雲抄講談聞書 写

神名帳頭書 写 中臣祓諸葉草 写

諸社一覧 板 中臣祓正義直授鈔 写

稲荷社記 写 中臣祓三箇大事八箇伝 写

出雲国杵築天日隅宮考 写 中臣祓風水草管窺 写

厳島社道芝記撮要 写 中臣祓愚按書 写

太宰府天満宮古実 写 中臣祓秘伝抄 写

中臣祓直授鈔 写

中臣祓秘説抄 写

中臣祓成重鈔 写

中臣祓講述鈔 写

草薙剣号考春日四座神 伊勢中臣祓 写

橘家中臣祓 写

祓八箇大事 写

廿一社記 板 六根清浄大祓集説 板

二十二社注式 板 六根清浄大祓弁略 写

二十二社本縁 板 六根清浄大祓御弁書 写

写

神代巻　白川殿学頭点幷
頭書

写

日蔭草　神代巻神武巻共
ニ

写

柏手口決幣帛調様大事幷
三種祓十二支配当之伝
軸物也

写

写神代巻口説　木金氏　上

写

写

神代巻常盤草　松岡先生

神代巻上講義　環翠軒宗
尤

神代巻鈔　山崎先生考訂

唯一神道蟇目鳴弦次第口
授図

写

三種大祓社参次第聞書
吉川惟足

写

唯一神道大護摩次第　神
壇之図

写

播州明石人丸社女房奉書

石州高角人丸社宣命位記

大宮内院中院外院神其外
写

写

項 項書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

武家官位略記　写 写

武家装束皆具略記 写

日光山名跡誌 板

出雲大社記事 写

武林便覧 板

伊勢大神宮神異記 板

吉田家諸国社家執奏記 板 大倭豊秋津嶋卜定記 写

社家境界録 写 伊勢斎宮内親王行事記 写

慶長武鑑　半物 写 菅神御伝記 写

長岡天満宮草創之記 写

仰徳大明神社再建記 写

防長寺社考 写

防長両国式内神社附幷 写

和礼義流要約集 板

神世七代図記 写

周防国府神社古文書写 写

諸神系図 写

無窮記　皇統正系 写

畑村御嫡森伝 写

本朝皇胤紹運録 板 多賀大神宮記 写

諸家大系図 写 塩竃大明神之伝 写

金毘羅大権現之事 写

床浦大明神之事 写

神祇統系紹運之図 板 月読神疱瘡守護縁記 写

天皇承統譜 板

笠原豊前　神代系図 板

延喜式 板

延喜式神祇部 板

新撰姓氏録 板 令義解 板

神皇正統記 板 職原抄 板

続神皇正統記 写 百寮訓要抄 板

大江家御系図 写 職原大全　抜書 板

官職秘抄 板

吉田物語防長候略系 写 法曹至要抄 板

徳藩譜系 写 禁秘鈔 板

西道智　大系図 板 御代始鈔御即位大嘗会 写

諸家伝 板 公事根源集釈 板

諸家知譜拙記　貞享板 板 近代年中覚書 写

本朝武家大系図 板 御即位庭上之図　文化 板

源平系図 板 職原支流 板

本朝武家評林大系図 板 職原童幼鈔 写

本朝百将伝 板 聖徳太子憲法十七ヶ条 写

藤原氏系図 板

将軍家譜 板

徳川系譜正統 写 諸公家法度 写

勅許紫衣之寺院 写

弘安礼節 板

歴名土代 板

装束図式 板

雲上明鑑　明和四年板 板

天明武鑑 板

写
朝鮮信使行次座目幷書翰
反翰

写
雲上明鑑　文政二年板諸
社諸寺方伝奏巻

山城国愛宕郡吉田社一覧

周防佐波郡徳地出雲神社
古文書写

写

写

長門厚狭郡惣社八幡宮古
文書写

写

板

写

高嶺大神宮御鎮座御伝記 写

山口祇園御祭礼之覚　元
禄十二己卯九月一名横屋
記録抜書

享保年中山口寺社其外御
改申出之写

写

有職問答　大内義隆卿問
西三条実隆卿答

板

写

神代系図　上下　上ノ巻
自国常立尊至諸神下ノ巻
諸家系図

板

春日大宮若宮御祭礼之図

写
禁中幷公家中諸法度十
七ヶ条

公方様大納言様御転任御
兼任御次第

写

御当家様御登城御備附写 写

天神七代地神五代神武天
皇略系

写
神祇道問答　神祇伯白川
殿へ御尋相成候答

出口延佳　神代系図天神
七代地神五代系

本朝皇胤紹運続録　附四
親王家御系譜

写

板

写
大江家御系図並御末家吉
川家御六家略系諸家由緒
附録

大内系図　築山屋形盛衰
記ノ

写

写
征西将軍懐良親王系図
菊池軍記第六ニ見ユ

徳川家略系　出東武国朝
記之初巻

写

項 項
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書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

六根清浄大祓俗解 写 神学系伝 写

六根清浄大祓永弘抄 写

六根清浄大祓成重抄 写

六根清浄大祓浅説 板

六根清浄大祓私鈔 写 神代巻白蘞伝 板

六根清浄大祓講義 写 神代巻藻塩草 板

六根清浄大祓偽書考 写 神武巻藻〔塩〕草 板

三種大祓秘决 写

三種大祓奥秘 写

三種大祓伝 写 玉籤集　目録共ニ 写

神代巻最極奥秘 写

神代巻口決　忌部 板

忌部八箇祝詞 写 神代巻　山崎嘉点 板

忌部八箇祝詞道分草 写

広田南宮剣珠祝詞 写

竜田風神祭祝詞 写

甲子祭儀　橘家 写

祭祀祝文集 外3 神代巻合解 板

神家常用 写

大織冠御啓白文伝記 写

祈祷弁口授 写

狐加持之次第 写

神代巻口授　松岡先生 写

神代聄書　玄斎先生 写

吉田家奥秘切紙 写

吉田殿御証文写 写

護法神口授 写 神代巻白銅鏡章 写

十八神元気円満鈔 写 神代巻延享聞書 写

神拝次第　附祓祝文 写 神代巻葵草 写

諸祓幷祝詞 写 神代紀髻華山蔭 板

日所作五行大事 写 神武巻　下御霊板 板

橘家神軍伝 写 神武巻之鈔 写

橘家神軍伝聞書 写 中臣祓古義 板

橘家玉方陣 写 中臣祓塩土伝 板

橘家蟇目巻 写 中臣祓集説 板

橘家鳴弦巻 写 中臣祓旧証 写

中臣祓鈔　卜部兼倶卿 写

中臣祓打聞 写

延喜神名式 板 中臣祓口決 写

本朝神社考 板 中臣祓講録 写

神社考詳説 板 中臣祓風水抄 写

神社啓蒙 板 中臣祓晴明抄 写

神社便覧 写 中臣祓白雲抄 写

一宮記 写 中臣祓白雲抄講談聞書 写

神名帳頭書 写 中臣祓諸葉草 写

諸社一覧 板 中臣祓正義直授鈔 写

稲荷社記 写 中臣祓三箇大事八箇伝 写

出雲国杵築天日隅宮考 写 中臣祓風水草管窺 写

厳島社道芝記撮要 写 中臣祓愚按書 写

太宰府天満宮古実 写 中臣祓秘伝抄 写

中臣祓直授鈔 写

中臣祓秘説抄 写

中臣祓成重鈔 写

中臣祓講述鈔 写

草薙剣号考春日四座神 伊勢中臣祓 写

橘家中臣祓 写

祓八箇大事 写

廿一社記 板 六根清浄大祓集説 板

二十二社注式 板 六根清浄大祓弁略 写

二十二社本縁 板 六根清浄大祓御弁書 写

写

神代巻　白川殿学頭点幷
頭書

写

日蔭草　神代巻神武巻共
ニ

写

柏手口決幣帛調様大事幷
三種祓十二支配当之伝
軸物也

写

写神代巻口説　木金氏　上

写

写

神代巻常盤草　松岡先生

神代巻上講義　環翠軒宗
尤

神代巻鈔　山崎先生考訂

唯一神道蟇目鳴弦次第口
授図

写

三種大祓社参次第聞書
吉川惟足

写

唯一神道大護摩次第　神
壇之図

写

播州明石人丸社女房奉書

石州高角人丸社宣命位記

大宮内院中院外院神其外
写

写

項 項書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

武家官位略記　写 写

武家装束皆具略記 写

日光山名跡誌 板

出雲大社記事 写

武林便覧 板

伊勢大神宮神異記 板

吉田家諸国社家執奏記 板 大倭豊秋津嶋卜定記 写

社家境界録 写 伊勢斎宮内親王行事記 写

慶長武鑑　半物 写 菅神御伝記 写

長岡天満宮草創之記 写

仰徳大明神社再建記 写

防長寺社考 写

防長両国式内神社附幷 写

和礼義流要約集 板

神世七代図記 写

周防国府神社古文書写 写

諸神系図 写

無窮記　皇統正系 写

畑村御嫡森伝 写

本朝皇胤紹運録 板 多賀大神宮記 写

諸家大系図 写 塩竃大明神之伝 写

金毘羅大権現之事 写

床浦大明神之事 写

神祇統系紹運之図 板 月読神疱瘡守護縁記 写

天皇承統譜 板

笠原豊前　神代系図 板

延喜式 板

延喜式神祇部 板

新撰姓氏録 板 令義解 板

神皇正統記 板 職原抄 板

続神皇正統記 写 百寮訓要抄 板

大江家御系図 写 職原大全　抜書 板

官職秘抄 板

吉田物語防長候略系 写 法曹至要抄 板

徳藩譜系 写 禁秘鈔 板

西道智　大系図 板 御代始鈔御即位大嘗会 写

諸家伝 板 公事根源集釈 板

諸家知譜拙記　貞享板 板 近代年中覚書 写

本朝武家大系図 板 御即位庭上之図　文化 板

源平系図 板 職原支流 板

本朝武家評林大系図 板 職原童幼鈔 写

本朝百将伝 板 聖徳太子憲法十七ヶ条 写

藤原氏系図 板

将軍家譜 板

徳川系譜正統 写 諸公家法度 写

勅許紫衣之寺院 写

弘安礼節 板

歴名土代 板

装束図式 板

雲上明鑑　明和四年板 板

天明武鑑 板

写
朝鮮信使行次座目幷書翰
反翰

写
雲上明鑑　文政二年板諸
社諸寺方伝奏巻

山城国愛宕郡吉田社一覧

周防佐波郡徳地出雲神社
古文書写

写

写

長門厚狭郡惣社八幡宮古
文書写

写

板

写

高嶺大神宮御鎮座御伝記 写

山口祇園御祭礼之覚　元
禄十二己卯九月一名横屋
記録抜書

享保年中山口寺社其外御
改申出之写

写

有職問答　大内義隆卿問
西三条実隆卿答

板

写

神代系図　上下　上ノ巻
自国常立尊至諸神下ノ巻
諸家系図

板

春日大宮若宮御祭礼之図

写
禁中幷公家中諸法度十
七ヶ条

公方様大納言様御転任御
兼任御次第

写

御当家様御登城御備附写 写

天神七代地神五代神武天
皇略系

写
神祇道問答　神祇伯白川
殿へ御尋相成候答

出口延佳　神代系図天神
七代地神五代系

本朝皇胤紹運続録　附四
親王家御系譜

写

板

写
大江家御系図並御末家吉
川家御六家略系諸家由緒
附録

大内系図　築山屋形盛衰
記ノ

写

写
征西将軍懐良親王系図
菊池軍記第六ニ見ユ

徳川家略系　出東武国朝
記之初巻

写

項 項
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書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

てにをは便覧 板 大内陶両家歴代系譜 写

増補四聲字林 板 大内系図 写

四聲便蒙 写

大内本系幷十一家系図 写

筑紫紀行 写

俳書　宰府紀行 板

山口勝間氏　山口枝折 写 吉見家譜 写

福原家譜 写

藤原姓世譜 写

駅のしをり 写 内藤家譜 写

西遊記 板 歴代帝王承統譜 板

東遊記 板 日本百将百像伝 板

日本百将伝抄 板

日本古今人物志 板

本朝孝子伝 板

本朝列女伝 板

幽斎道ノ記　抜書 写

御遷行長歌　本居宣長 写

古今和歌集 板

新古今和歌集 板

新後拾遺集 板

新続古今集 板

万葉千歌 写

三十六歌仙金玉抄 板

伊勢物語 板

真名伊勢物語 板

百人一首改観抄 写

袖珍名所歌枕 板

厚顔抄撮要　神代六巻 写

玉鉾百種 板

和歌題林愚抄 板 孔子封王弁説 写

増補和歌題林抄 板

草廬集類題 板

光源氏物語全部の歌 写 挫日蓮 板

歌枕秋祢覚 板 花押薮 板

細川幽斎詠歌大概抄 板 古押薮 板

年中行事歌合 板 大内家臣花押 写

百人一首抄 板 本朝逸史 板

初学和歌式 板 和論語 板

人国記 板

日本諸人物誌 板

和歌極秘伝 写

八雲神詠秘訣 写

二十一代和歌撰者録 写 垂加翁弟子記 写

古今和歌集三鳥三木伝 写 松園先生伝 写

名所小鏡 写 無給通根元記 写

猿楽因縁聞書 写

和名類聚鈔 板

合類大節用 板

節用集大全 板

和漢朗詠集 板 早引節用集 板

武家百人一首 板 てにをは細鏡 板

周防長門名所之歌 写 和字便覧 板

古今仮名遣 板

写

大内家類聚系図　廿一氏
其外覚書

写

菊池系図　菊池軍記第六
ニ見ユ

写写

鹿苑院殿厳島諸記　抜書 写

法苑珠林　阿弥陀仏部
抜書

鎌倉以来将軍次第幷執権

写

大内義隆公画像讃　異雪
和尚　異雪ハ大寧寺龍福
寺ノ住持也

写

天文十三年大内義隆公御
寿像賛写　山口中尾村凌
雲寺旧跡弥勒堂蔵萩妙悟
寺蔵

花ノ下里村家松村家系図

写

写

大内義隆公御寿像　萩■
■〔妙悟〕寺ニアリ

写

写

みちゆきふり　今川了俊
抜書

山口勝間氏　山口めくり

写

瑞雲山龍福公祠堂伝記
大寧寺蔵

大内義隆公画像束帯山口
龍福寺江大江隆元公御寄
附

写

写

写

写

大内家譜氷上山伝記奥之
考

写

旅の土産　文字の道しる
へ

山口山水記　半本鶴台序

長州萩ゟ防州小瀬川迄
行程記

写

高角明石両社江御奉納和
歌

写

万葉集傍注　周防長門の
歌抜書

写

近衛尚通公日本記倭歌秘
註

項目 項目書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

京羽二重 板 萩山口自慢尽俳諧歌仙 写

雍州府志 板 萩山口論歌 写

大八洲図説 板 萩山口掛相狂歌 写

元亨釈書王臣伝説 板 八江萩の歌 写

毛吹草　三ト四ノ巻 板 当用躾方百之枝折 写

内裏図 写 新撰菟玖波集 板

天明改正細見京絵図 写 連歌世々指南 板

明和何郡[都]絵図 写 連歌至宝抄 板

筑紫名寄 写 連歌両夜記 板

名所方角抄 板

本朝勝概記　周防長門 写

大原千句 写

心前千句 写

西山宗因夢想連歌 写

無言抄　上中下 板

荘柄千句　鎌倉 写

日本地名便覧分国年月 板 付合小鏡 板

七百韻　江戸 写

兼載連歌集 写

都名所車 板 古代連歌百韻 写

大和めくりの記 板 連歌聞書 写

産衣 板

連歌初教集 写

山口高嶺古城図 写 連歌会席廿五禁 写

山口今八幡鰐口之銘 写 連歌会席法度 写

山口十境詩　趙可庸 写

山口十境謡 写

近代山口市中之図 写

周防国山口湯田温泉記 写

輝元様御直筆御連歌写 写

駅路鈴之図 写

前王廟陵記 板

諸国翁墳記 板

古今著聞集 板

梅窓随筆 板

好古日録 板

好古小録 板

雅遊漫録 板 天経或問 板

桂林漫録 板 天経大略天学名目抄 板

南嶺子 板 天文初学抄指南 板

南嶺遺稿 板 天文成象図 板

秋斎問語 板

遊和草 写

続遊和草 写 日本分野図 板

国朝諫諍六 板

聖学自在 板

牛馬問 板 訓蒙図彙 板

芸州厳島社御奉納連歌
文禄三年両吟千句三ツ物
集輝元公の事奥書有之

写

外7写

写

写

文化十三年正月十一日
柳営之御会御連歌　御一
巡

陶道麒会座　義隆公御発
句其外

東照宮家康公御弐百年祭
御執行之節御百句御興行
之御発句

写
文化十一年正月十一日
柳営之御会御連歌百韻

諸国名義考抜書　周防長
門

写

写

和名抄所載周防国吉敷郡
郷名私考

写

写

写

写
上田氏皇和泉譜鋳銭司旧
址考証附録

上田氏周防国鋳銭司旧址
考

諸国藻塩草　周防長門抜
書

諸国年中行事　四巻一本

周防国山口神社仏閣勝地
案内附り名産

板

温故雑記　周防吉敷郡ノ
丁

写

写

周防国山口十境詩幷古跡
名産一覧

周防国山口神社仏閣一覧 写

写
豊後風土記　軍書一覧ニ
出ル分

慶長四年　芸州厳島社御
奉納毛利一万句　三ツ物

写

地球万国山海輿地図説
赤水

写

写

写

発句帳　半物　春部上下
夏部上下冬部上下　但秋
部欠巻之事

日本惣国風土記　周防国
残編

写
文禄三年　芸州厳島社御
奉納毛利一万句　三ツ物

天正二十年　芸州厳島社
御奉納毛利一万句　三ツ
物

写

項目 項目
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書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

てにをは便覧 板 大内陶両家歴代系譜 写

増補四聲字林 板 大内系図 写

四聲便蒙 写

大内本系幷十一家系図 写

筑紫紀行 写

俳書　宰府紀行 板

山口勝間氏　山口枝折 写 吉見家譜 写

福原家譜 写

藤原姓世譜 写

駅のしをり 写 内藤家譜 写

西遊記 板 歴代帝王承統譜 板

東遊記 板 日本百将百像伝 板

日本百将伝抄 板

日本古今人物志 板

本朝孝子伝 板

本朝列女伝 板

幽斎道ノ記　抜書 写

御遷行長歌　本居宣長 写

古今和歌集 板

新古今和歌集 板

新後拾遺集 板

新続古今集 板

万葉千歌 写

三十六歌仙金玉抄 板

伊勢物語 板

真名伊勢物語 板

百人一首改観抄 写

袖珍名所歌枕 板

厚顔抄撮要　神代六巻 写

玉鉾百種 板

和歌題林愚抄 板 孔子封王弁説 写

増補和歌題林抄 板

草廬集類題 板

光源氏物語全部の歌 写 挫日蓮 板

歌枕秋祢覚 板 花押薮 板

細川幽斎詠歌大概抄 板 古押薮 板

年中行事歌合 板 大内家臣花押 写

百人一首抄 板 本朝逸史 板

初学和歌式 板 和論語 板

人国記 板

日本諸人物誌 板

和歌極秘伝 写

八雲神詠秘訣 写

二十一代和歌撰者録 写 垂加翁弟子記 写

古今和歌集三鳥三木伝 写 松園先生伝 写

名所小鏡 写 無給通根元記 写

猿楽因縁聞書 写

和名類聚鈔 板

合類大節用 板

節用集大全 板

和漢朗詠集 板 早引節用集 板

武家百人一首 板 てにをは細鏡 板

周防長門名所之歌 写 和字便覧 板

古今仮名遣 板

写

大内家類聚系図　廿一氏
其外覚書

写

菊池系図　菊池軍記第六
ニ見ユ

写写

鹿苑院殿厳島諸記　抜書 写

法苑珠林　阿弥陀仏部
抜書

鎌倉以来将軍次第幷執権

写

大内義隆公画像讃　異雪
和尚　異雪ハ大寧寺龍福
寺ノ住持也

写

天文十三年大内義隆公御
寿像賛写　山口中尾村凌
雲寺旧跡弥勒堂蔵萩妙悟
寺蔵

花ノ下里村家松村家系図

写

写

大内義隆公御寿像　萩■
■〔妙悟〕寺ニアリ

写

写

みちゆきふり　今川了俊
抜書

山口勝間氏　山口めくり

写

瑞雲山龍福公祠堂伝記
大寧寺蔵

大内義隆公画像束帯山口
龍福寺江大江隆元公御寄
附

写

写

写

写

大内家譜氷上山伝記奥之
考

写

旅の土産　文字の道しる
へ

山口山水記　半本鶴台序

長州萩ゟ防州小瀬川迄
行程記

写

高角明石両社江御奉納和
歌

写

万葉集傍注　周防長門の
歌抜書

写

近衛尚通公日本記倭歌秘
註

項目 項目書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

京羽二重 板 萩山口自慢尽俳諧歌仙 写

雍州府志 板 萩山口論歌 写

大八洲図説 板 萩山口掛相狂歌 写

元亨釈書王臣伝説 板 八江萩の歌 写

毛吹草　三ト四ノ巻 板 当用躾方百之枝折 写

内裏図 写 新撰菟玖波集 板

天明改正細見京絵図 写 連歌世々指南 板

明和何郡[都]絵図 写 連歌至宝抄 板

筑紫名寄 写 連歌両夜記 板

名所方角抄 板

本朝勝概記　周防長門 写

大原千句 写

心前千句 写

西山宗因夢想連歌 写

無言抄　上中下 板

荘柄千句　鎌倉 写

日本地名便覧分国年月 板 付合小鏡 板

七百韻　江戸 写

兼載連歌集 写

都名所車 板 古代連歌百韻 写

大和めくりの記 板 連歌聞書 写

産衣 板

連歌初教集 写

山口高嶺古城図 写 連歌会席廿五禁 写

山口今八幡鰐口之銘 写 連歌会席法度 写

山口十境詩　趙可庸 写

山口十境謡 写

近代山口市中之図 写

周防国山口湯田温泉記 写

輝元様御直筆御連歌写 写

駅路鈴之図 写

前王廟陵記 板

諸国翁墳記 板

古今著聞集 板

梅窓随筆 板

好古日録 板

好古小録 板

雅遊漫録 板 天経或問 板

桂林漫録 板 天経大略天学名目抄 板

南嶺子 板 天文初学抄指南 板

南嶺遺稿 板 天文成象図 板

秋斎問語 板

遊和草 写

続遊和草 写 日本分野図 板

国朝諫諍六 板

聖学自在 板

牛馬問 板 訓蒙図彙 板

芸州厳島社御奉納連歌
文禄三年両吟千句三ツ物
集輝元公の事奥書有之

写

外7写

写

写

文化十三年正月十一日
柳営之御会御連歌　御一
巡

陶道麒会座　義隆公御発
句其外

東照宮家康公御弐百年祭
御執行之節御百句御興行
之御発句

写
文化十一年正月十一日
柳営之御会御連歌百韻

諸国名義考抜書　周防長
門

写

写

和名抄所載周防国吉敷郡
郷名私考

写

写

写

写
上田氏皇和泉譜鋳銭司旧
址考証附録

上田氏周防国鋳銭司旧址
考

諸国藻塩草　周防長門抜
書

諸国年中行事　四巻一本

周防国山口神社仏閣勝地
案内附り名産

板

温故雑記　周防吉敷郡ノ
丁

写

写

周防国山口十境詩幷古跡
名産一覧

周防国山口神社仏閣一覧 写

写
豊後風土記　軍書一覧ニ
出ル分

慶長四年　芸州厳島社御
奉納毛利一万句　三ツ物

写

地球万国山海輿地図説
赤水

写

写

写

発句帳　半物　春部上下
夏部上下冬部上下　但秋
部欠巻之事

日本惣国風土記　周防国
残編

写
文禄三年　芸州厳島社御
奉納毛利一万句　三ツ物

天正二十年　芸州厳島社
御奉納毛利一万句　三ツ
物

写

項目 項目
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書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

為人抄 板 徒然草鉄槌 板

菊池軍記 板 日本歴史略評註 板

佐々軍記 写 本朝故事因縁集 板

平家語本 写 異称日本伝 板

平家物語奏音曲鈔 写 和事始 板

小秘事 写 漢事始 板

明徳記 板 群書一覧 板

応永記 板 和漢年契 板

嘉吉記 板 国史年表 板

大内義隆記 板 和漢書尽一覧 板

中国■■〔治乱〕記 板 本朝画印譜 板

芸陽軍集　抜書 写 和漢歴代記録 板

長府見聞録　抜書 写

大内記 写

大内家覚書 写 俗説贅弁 板

大内義隆記 写 和漢名数大全 板

増補和漢名数 板

大日本未来記 写

大内殿御家中名附 写 野馬台詩　序記詩註解 写

大内由来記 写 扶桑見聞私記惣目録 写

燭或問珍 板

庭訓往来捷註 板

大和小学 板

西国記 写 六諭衍義大意 板

築山屋形盛衰記 写 通俗大上感応篇 写

毛利家御弓矢次第 写 滑川談 板

元就公記　抜書 写 明君家訓 写

当用往来 板

女四書 板

温古私記 写 農家益 板

養蚕秘録 板

絵本武者縁 板

吉田物語　二ト三ノ巻 写 垣根草 板

吉田物語附尾ノ上 写 新智恵海 板

信州川中島合戦評判 板 我つえ 板

保建大記打聞 板 前訓 板

武者物語 板 風流色道訓 板

鄙都言種 板

鄙都言種後編 板

豊臣鎮西軍記　抜書 写 やしない草 板

やしない草次篇 板

身体はしら立 板

独歩行 板

提挑灯 板

当世垣のそき 板

有べかゝり 板

金もふかる伝授 板

女曽我兄弟鑑　三ノ巻 板 陰徳文 写

後太平記評判 板 角常　山口問田万歳楽 写

本朝通紀　前編後編 写 和漢軍書要覧 板

宗像伝記 写 前々太平記 板

絵本彦山権現霊験記 板 後太平記 板

水鑑抄栄城理伝 写 残太平記 板

単騎要略 板 西国太平記 板

武用弁略 板 西国諸家盛衰記 板

海国兵談　序目録抜書 写 中国太平記 板

陰徳太平記 板

板
暦　自享保十七年至文政
六年年数九十二年

項目

写

大内殿名有衆今八幡記ニ
有之名附

写

大内様御家根本記　輝元
公依命令慶長廿年多賀大
宮司言延撰

写

写

写

毛利殿防州山口御下向之
事

写

毛利記　長府侯御家ノ事

写

御群役評判　初丁破損題
号不相知候朝鮮陣再度之
御群役之様ニ相聞候

吉田物語　大内家之事
抜書

元就公芸州厳島御合戦一
件前後之記　吉田物語之
抜書

項目書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

東武国朝記　抜書 写 清江記　抜書 写

周防国府寺院古文書写 写

乗福寺之事 写

国清寺文書写 写 大同類聚方 板

金鼇院文書写 写 養神延命録 板

養生訓 板

小児必用 板

瑠璃光寺文書旧記等写 写

大寧寺之事 写

龍文寺之事 写 八箇国御時代分限帳 写

建咲院之事 写

泰雲寺之事 写

保安寺之事 写 元和八年分限帳 写

禅昌寺之事 写

古社寺之事 写

防州徳山一覧荒増覚 写 御当家御譜代帳 写

芸州分限古帳 写

無給帳　分限帳也 写

延宝天和之間覚書 写 徳山御家頼分限帳 写

野村勘兵衛咄覚書 写 吉川内蔵之助分限帳 写

江家聞見録之抜書 写 徳山被召放候衆中名前 写

列職名簿　御役人帳也 写 尼子殿家頼分限帳 写

山口有吉氏　元文後記 写 大内殿掟制札類 写

山口有吉氏　安永後記 写 東鑑　抜書 写

益田牛庵書附 写 毛利公御家之事覚書 写

益田無庵覚書 写 毛利家御証文　抜書 写

国語 板 或記 写

春秋左氏伝 板 待宵物語 写

文選旁訓大全 板

小学　内外 板

孝経 板 三翁録 写

大学 板 萩古実物語 写

論語 板 防長両国古実 写

孟子 板 防長寺社数幷古城附立 写

中庸 板

詩経 板

書経 板

礼記 板

易経 板 毛利家判改書 写

春秋 板

論語集解国字解 板

古文真宝 板

開元天宝遺事 板

唐詩選 板

三体詩 板

杜律集解　五言七言 板

詩韻選　残篇 板

三五韻 板

新選対類 板 御当家寄組十家 写

項目 項目

享保二年赤間関唐船追掛 写

写

写

陶尾張守晴賢首実見之巻
吉田物語之抜書

毛利家分限帳　秀就公御
代

明和七改分限帳　長府様
ゟ惣御寄組衆中方迄

写

写

写

写

慶長十七年内藤左衛門尉
組帳写

写

鎌倉頼朝公御時代分限帳

分限帳　寛永二年ゟ同八
年迄ト聞ユ

九度目享保八癸卯十二月
朔日ヨリ同九甲辰正月中
御規式帳下書　萩　抜書

写

輝元様御上洛日入記　上
ノ巻

写

写雪舟大軸添書　狩野栄川

本朝列侯伝　　毛利家伝
抜書

写

写

烏田智唐貫通　慶安五年
以来要党人

写

常栄寺文書写　附霊光院
文書写

写

写烏田智唐貫通　燕居漫録

藩翰譜　毛利御元家伝抜
書

山口御代官所年中差定記 写

烏田智唐貫通　古実秘書 写

元和三年内藤左衛門尉組
帳写

芸州元就公弘元公御廟之
図

拾芥集　抜書　清末家之
事貼付徳山御家格之事

写

写古今御役人附　寄組已上

写

写
寺社知行附幷寺社敷御除
石高帳

近
世
多
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書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

為人抄 板 徒然草鉄槌 板

菊池軍記 板 日本歴史略評註 板

佐々軍記 写 本朝故事因縁集 板

平家語本 写 異称日本伝 板

平家物語奏音曲鈔 写 和事始 板

小秘事 写 漢事始 板

明徳記 板 群書一覧 板

応永記 板 和漢年契 板

嘉吉記 板 国史年表 板

大内義隆記 板 和漢書尽一覧 板

中国■■〔治乱〕記 板 本朝画印譜 板

芸陽軍集　抜書 写 和漢歴代記録 板

長府見聞録　抜書 写

大内記 写

大内家覚書 写 俗説贅弁 板

大内義隆記 写 和漢名数大全 板

増補和漢名数 板

大日本未来記 写

大内殿御家中名附 写 野馬台詩　序記詩註解 写

大内由来記 写 扶桑見聞私記惣目録 写

燭或問珍 板

庭訓往来捷註 板

大和小学 板

西国記 写 六諭衍義大意 板

築山屋形盛衰記 写 通俗大上感応篇 写

毛利家御弓矢次第 写 滑川談 板

元就公記　抜書 写 明君家訓 写

当用往来 板

女四書 板

温古私記 写 農家益 板

養蚕秘録 板

絵本武者縁 板

吉田物語　二ト三ノ巻 写 垣根草 板

吉田物語附尾ノ上 写 新智恵海 板

信州川中島合戦評判 板 我つえ 板

保建大記打聞 板 前訓 板

武者物語 板 風流色道訓 板

鄙都言種 板

鄙都言種後編 板

豊臣鎮西軍記　抜書 写 やしない草 板

やしない草次篇 板

身体はしら立 板

独歩行 板

提挑灯 板

当世垣のそき 板

有べかゝり 板

金もふかる伝授 板

女曽我兄弟鑑　三ノ巻 板 陰徳文 写

後太平記評判 板 角常　山口問田万歳楽 写

本朝通紀　前編後編 写 和漢軍書要覧 板

宗像伝記 写 前々太平記 板

絵本彦山権現霊験記 板 後太平記 板

水鑑抄栄城理伝 写 残太平記 板

単騎要略 板 西国太平記 板

武用弁略 板 西国諸家盛衰記 板

海国兵談　序目録抜書 写 中国太平記 板

陰徳太平記 板

板
暦　自享保十七年至文政
六年年数九十二年

項目

写

大内殿名有衆今八幡記ニ
有之名附

写

大内様御家根本記　輝元
公依命令慶長廿年多賀大
宮司言延撰

写

写

写

毛利殿防州山口御下向之
事

写

毛利記　長府侯御家ノ事

写

御群役評判　初丁破損題
号不相知候朝鮮陣再度之
御群役之様ニ相聞候

吉田物語　大内家之事
抜書

元就公芸州厳島御合戦一
件前後之記　吉田物語之
抜書

項目書籍名 板写 巻冊 目録1 朱 書籍名 板写 巻冊 目録1 朱

東武国朝記　抜書 写 清江記　抜書 写

周防国府寺院古文書写 写

乗福寺之事 写

国清寺文書写 写 大同類聚方 板

金鼇院文書写 写 養神延命録 板

養生訓 板

小児必用 板

瑠璃光寺文書旧記等写 写

大寧寺之事 写

龍文寺之事 写 八箇国御時代分限帳 写

建咲院之事 写

泰雲寺之事 写

保安寺之事 写 元和八年分限帳 写

禅昌寺之事 写

古社寺之事 写

防州徳山一覧荒増覚 写 御当家御譜代帳 写

芸州分限古帳 写

無給帳　分限帳也 写

延宝天和之間覚書 写 徳山御家頼分限帳 写

野村勘兵衛咄覚書 写 吉川内蔵之助分限帳 写

江家聞見録之抜書 写 徳山被召放候衆中名前 写

列職名簿　御役人帳也 写 尼子殿家頼分限帳 写

山口有吉氏　元文後記 写 大内殿掟制札類 写

山口有吉氏　安永後記 写 東鑑　抜書 写

益田牛庵書附 写 毛利公御家之事覚書 写

益田無庵覚書 写 毛利家御証文　抜書 写

国語 板 或記 写

春秋左氏伝 板 待宵物語 写

文選旁訓大全 板

小学　内外 板

孝経 板 三翁録 写

大学 板 萩古実物語 写

論語 板 防長両国古実 写

孟子 板 防長寺社数幷古城附立 写

中庸 板

詩経 板

書経 板

礼記 板

易経 板 毛利家判改書 写

春秋 板

論語集解国字解 板

古文真宝 板

開元天宝遺事 板

唐詩選 板

三体詩 板

杜律集解　五言七言 板

詩韻選　残篇 板

三五韻 板

新選対類 板 御当家寄組十家 写

項目 項目

享保二年赤間関唐船追掛 写

写

写

陶尾張守晴賢首実見之巻
吉田物語之抜書

毛利家分限帳　秀就公御
代

明和七改分限帳　長府様
ゟ惣御寄組衆中方迄

写

写

写

写

慶長十七年内藤左衛門尉
組帳写

写

鎌倉頼朝公御時代分限帳

分限帳　寛永二年ゟ同八
年迄ト聞ユ

九度目享保八癸卯十二月
朔日ヨリ同九甲辰正月中
御規式帳下書　萩　抜書

写

輝元様御上洛日入記　上
ノ巻

写

写雪舟大軸添書　狩野栄川

本朝列侯伝　　毛利家伝
抜書

写

写

烏田智唐貫通　慶安五年
以来要党人

写

常栄寺文書写　附霊光院
文書写

写

写烏田智唐貫通　燕居漫録

藩翰譜　毛利御元家伝抜
書

山口御代官所年中差定記 写

烏田智唐貫通　古実秘書 写

元和三年内藤左衛門尉組
帳写

芸州元就公弘元公御廟之
図

拾芥集　抜書　清末家之
事貼付徳山御家格之事

写

写古今御役人附　寄組已上

写

写
寺社知行附幷寺社敷御除
石高帳

近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て
　（
重
田
）
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